
江
戸
時
代
に
来
日
し
た
蘭
館
医
の
一
覧
表
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も

（
１
）

の
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
具

体
的
な
出
典
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
使
用
者
は
こ
の
内
容
を
信
じ

る
し
か
な
い
。
私
も
長
年
そ
う
し
て
き
た
。
し
か
し
一
七
世
紀
の
東
イ

商
館
長

」
四
○
口
こ
の
め
の
己
の
○
×

４函
①
ロ
回
国
○
戸
団
員
〕
巨
弓
①
岡

ｊ

〕
四
○
口
巨
の
⑳
Ｕ
ロ
①
、
×

卜

Ｆ
①
○
ご
画
尽
は
（
○
閏
ご
ロ
の

、
ｌ
み

４
■

・
虫

で
ｇ
ゴ
囚
崩
楓
ぐ
四
国
ｚ
凰
苛
日
貝
昌
①

一
七
世
紀
の

平
戸
・
出
島
闘
館
の
医
薬
関
係
者
に
つ
い
て

雪
【
四
〆
芦
目
己
屋
四
①
ロ
伊
①
三
角
四
吋
の

■
黄
１
Ｊ

甸
胃
画
〕
后
○
扇
亡
ｍ
Ｒ
ｇ
］

、
ノ
●
「
Ｊ

厄
后
庁
四
則
ぐ
四
口
ひ
四
国
計
①
晨
国
」

ｚ
旨
○
両
の
の
ｎ
ｏ
ロ
９
＄
ご
画
、
戸
田

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

商
館
長
の
在
任
期
間

四
つ
。
や
。
」
、
今
④
ｌ
』
、
。
』
。
］
ｍ
目
図

画
、
、
函
．
胃
の
」
国
１
，
．
ｍ
．
」
、
』
一

つ
。
、
。
』
、
昌
心
１
国
や
。
］
つ
・
罠
③
い
罠

四
や
．
』
つ
．
』
争
画
」
ｌ
函
」
。
昌
昌
。
』
争
い
四

画
目
。
昌
胃
。
畠
④
画
的
ｌ
哩
旨
．
胃
．
」
つ
四
四

酌
’
四
‐
』
の
』
Ｃ
ｌ
」
四
．
画
。
』
つ
峰
」

学
胃
‐
］
‐
］
③
唾
哩
１
句
、
や
‐
胃
つ
い
四

つ
。
や
。
胃
つ
い
由
’
四
。
函
．
］
、
い
④

」
一
．
画
．
』
③
↑
」
’
四
つ
．
』
つ
。
』
の
饅
］

ン
ド
会
社
の
様
々
な
資
料
に
眼
を
通
し
て
い
く
う
ち
に
、
多
く
の
場
合

偶
然
に
で
は
あ
る
が
、
上
記
の
表
の
不
正
確
な
箇
所
や
未
知
の
人
物

⑦
菌
目
Ｒ
Ｈ
、
勺
色
巨
厨
》
穴
①
日
耳
》
⑦
①
胡
座
》
菅
８
房
Ｎ
・
》
国
四
月
穴
Ｐ
国
画
Ｒ
Ｆ

印
四
口
ロ
』
陣
昌
呉
の
『
号
の
愚
）
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
り
、
周
知
の
藺
館

医
に
つ
い
て
も
新
た
な
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
下
位
外
科
医
（
○
コ
号
月
三
目
伺
旨
）
、
薬
剤
師

（
ｇ
ｏ
号
異
①
『
）
の
存
在
も
注
目
に
値
す
る
。
外
科
医
な
ど
の
身
分
が
商

人
よ
り
低
い
た
め
、
出
島
藺
館
日
誌
に
彼
ら
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な

い
場
合
が
多
い
の
で
、
商
館
長
の
手
紙
、
後
任
へ
の
申
し
送
り
状
、
契

（
２
）

約
更
新
の
記
録
な
ど
で
丹
念
に
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
日
‘
里
Ｆ
ｏ
目
①
。
闇
［
（
）
○
口
］
（
勗
望
）
年
か
ら
）
舞

国
２
円
の
国
日
ロ
閏
（
届
曽
年
）
鵠

○
日
，
里
Ｆ
ｏ
匡
尉
①
ロ
め
い

○
閏
里
Ｆ
ｏ
員
ｇ
闇
．
（
晟
謡
年
ま
で
）

二
｛
煙
①
鼻
Ｑ
〕
二
ほ
め
ｍ
里
言
い
彦
（
屋
四
ｍ
》
晟
唖
・
孟
酌
司
年
，
）
暑

困
四
国
、
勺
画
匡
厨
警

當
毎
Ｎ
”
①
己
、
］
匡
国
四
①
ロ
串
肖
①
。
⑩
①
三
口
い
｝
〕
幹

】
ご
吋
茜
の
自
国
①
自
用
胃
信
彦

医
師
、
薬
剤
師
な
ど
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．
０
１
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３
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０
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．
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２
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５
．
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３
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．
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FransBraun(灘羅塩)E
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０
１
１

１
１
。
１

．
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６
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○
○
昌
里
画
自
庁
冒
罰
四
弓
曾
Ｑ
の
当
〔
旨
い
①

西
①
ロ
ロ
門
門
戸
ぐ
曽
ご
囚
昌
蔚
己
吊
ヨ

ロ
胃
の
戸
口
①
函
四
四
の

シ
房
①
詳
園
吊
昌
目
肩
口

目
月
歸
ユ
①
国
四
四
の

シ
き
①
再
国
吊
ｓ
ｐ
ｏ
Ｑ

胃
の
四
四
○
ぐ
四
ご
め
の
苛
苛
ご
ロ
①

函
①
ロ
口
凰
、
穴
○
四
コ
昌
匡
の

シ
ロ
ロ
用
、
里
醇
自
身
苛
め
Ｑ
①
ぐ
ｇ

１

ｏ
Ｏ
ｐ
の
圃
昌
冒
罰
四
国
降
・
①
］
○
口
、
の

函
①
二
号
旨
汽
ぐ
四
自
国
昌
詳
①
ご
壷
の
日

シ
ロ
ロ
用
四
ｍ
ｇ
①
く
囚

、
ｊ
Ｊ

己
ａ
ａ

〕
〔
言
四
寓
目
５
ｍ
ｒ
四
『
ご
ロ
ロ
昌
扇

卜
屯

ｊ

］
巳
〕
四
国
ロ
①
砂
で
巴
ご
己
ゴ
昌
討

戸
畠
囚
再
冒
匡
の
ｆ
四
①
印
曽

①

３

戸
【
画
風
』
ロ
戸
勗
○
四
の
の
曽

、
．
」
骨
．
」
つ
、
の
１
画
画
．
」
つ
，
骨
、
、
『

函
、
。
」
つ
．
胃
の
、
『
ｌ
」
い
、
』
つ
。
』
ｍ
、
、

函
「
。
』
つ
。
」
つ
『
、
ｌ
』
③
。
胃
つ
。
』
の
『
「

』
句
．
胃
＠
．
』
③
『
『
ｌ
心
。
』
』
．
胃
、
「
唾

停
。
』
』
。
」
ｍ
『
、
１
画
』
．
』
つ
。
胃
句
司
や

画
心
．
』
一
・
』
③
『
や
－
』
』
．
』
』
．
］
、
、
つ

］
胃
。
胃
』
。
骨
の
、
つ
ｌ
い
］
・
昌
一
．
胃
③
、
』

い
」
．
昌
一
．
胃
の
、
』
ｌ
』
一
。
」
つ
ゅ
』
の
函
四

画
一
．
昌
一
。
』
ｍ
四
画
ｌ
函
．
旨
」
．
］
の
⑭
い

、
。
』
』
．
」
、
、
四
１
画
、
。
』
つ
。
』
、
函
吟

函
切
．
胃
つ
．
胃
か
、
↑
ｌ
『
・
昌
一
．
』
、
、
切

目
『
・
骨
つ
。
岸
③
、
可
１
ｍ
．
旨
］
・
』
の
、
、

司
。
』
骨
。
保
つ
「
印
ｌ
国
司
、
昌
一
．
Ｈ
ｍ
「
、

画
つ
。
』
つ
。
』
つ
『
↑
ｌ
『
．
』
』
。
』
③
『
可

唖
や
。
』
つ
．
』
、
『
い
Ｉ
惇
垣
・
胃
つ
。
骨
、
『
↑

』
唖
。
旨
］
・
』
の
『
函
’
四
。
，
胃
つ
。
胃
の
「
⑬

司
国
易
団
国
匡
。
（
薬
剤
師
）
旬

国
２
９
ぐ
画
ご
旦
閏
く
①
里
曾
（
助
手
）

ｊ

星
ご
三
①
日
国
旦
昏
国
口
］
ｍ

ｊ
凸

、
リ
ク
グ
ｂ
ｌ
ｆ

函
四
口
の
び
の
ロ
○
○
己
の
○
○
コ
Ｓ
妃

甸
国
房
国
国
目
（
薬
剤
師
）
弗

皇
三
二
①
日
四
○
廟
ョ
四
国
ｇ

シ
島
国
の
ロ
ぐ
四
口
聾
凰
房
閏
号
曾
蝿

皇
ご
豊
①
目
西
○
廟
ョ
四
ロ

ョ
ョ
筐
①
託
ご
扁
口
罰
三
〕
。
①
働

呈
ご
畠
の
日
国
旦
苛
田
口
幅

昇
ご
ご
①
冒
扇
ご
罰
冨
一
国
①
倒

両
①
旨
耐
司
三
富
①
『
芦
ご
風
冒
（
》
）

詞
①
ヨ
訂
【
呈
舅
の
門
三
ご
里
旨
（
や
）

〕
四
○
○
ヶ
ロ
ー
Ｑ
Ｓ
Ｏ
球
劉

当
四
ご
国
四
員
⑯
涜
騨
合
図
ロ
国
画
再
の
房
四
ｍ
囚
房
＆
具
巨
里
美

当
四
昌
団
画
耳
①
房
国
「
○
○
口
］Ｌ

］
四
自
国
画
風
①
房
瞬

］
國
邑
国
、
風
①
房
園

国
①
ロ
身
弄
○
す
の

国
①
ロ
・
国
穴
○
ず
心

塵
①
口
胃
時
○
ず
の

ン
弓
①
耳
○
吋
○
○
口
幟

】
四
コ
画
画
風
①
房
騨

〕
画
自
国
、
耳
①
房
い
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＊
印
が
付
い
て
い
る
外
科
医
に
つ
い
て
以
下
に
詳
し
く
紹
介
す
る
こ

と
に
す
る
。
名
前
の
綴
り
は
、
当
時
の
文
献
に
よ
り
多
少
異
な
る
こ
と

が
よ
く
あ
る
の
で
、
そ
の
相
違
の
幅
を
示
し
な
が
ら
、
名
前
の
統
一
を

行
っ
た
。

⑦
胃
巴
Ｆ
、
胃
の
冒
閏
［
ｃ
①
邑
こ
れ
ま
で
は
一
六
三
○
年
と
一
六
三
一

年
の
数
通
の
書
翰
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
カ
ー
レ
ル
の
名
字
は
一
六
三
四

（
羽
）

年
三
一
月
二
四
日
の
鴨
口
角
巴
①
目
幽
ぐ
①
に
現
わ
れ
る
。
一
六
三
○

年
、
人
質
と
し
て
他
の
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
と
共
に
大
村
に
囚
わ
れ
て
い

た
前
台
湾
総
督
ピ
ー
テ
ル
・
ノ
イ
ッ
（
国
の
房
『
ｚ
昌
房
）
の
息
子
ロ
ー
レ

ン
ス
・
ノ
イ
ッ
Ｐ
Ｃ
員
の
国
、
園
．
ｚ
昌
厨
）
が
、
激
し
い
下
痢
を
伴
う
病
気

に
か
か
り
、
同
じ
く
人
質
で
あ
っ
た
下
級
商
人
ピ
ー
テ
ル
・
ム
イ
ゼ
ル

（
国
里
閏
巨
昌
印
の
『
）
の
知
ら
せ
に
対
し
て
、
平
戸
の
商
館
長
ナ
イ
エ
ン

ロ
ー
デ
が
す
ぐ
に
返
事
を
送
っ
た
。
そ
の
返
書
か
ら
、
大
村
に
カ
ー
レ

ル
と
い
う
外
科
医
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
は
、
カ

ー
レ
ル
に
は
薬
品
に
つ
い
て
の
ラ
テ
ン
語
の
説
明
書
は
理
解
で
き
な
い

事
を
挙
げ
、
ま
た
、
外
科
医
の
薬
箱
よ
り
も
薬
屋
の
方
が
品
揃
え
が
よ

い
と
当
時
の
外
科
医
に
よ
る
治
療
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
上
で
、
役
に

立
ち
そ
う
な
ワ
イ
ン
、
ア
ー
モ
ン
ド
、
干
し
ぶ
ど
う
や
肉
豆
蒄
（
冒
国
。
。
の
．

（
列
）

百
コ
の
皀
○
ｇ
ｇ
）
を
送
っ
た
。
肉
豆
蒄
は
、
当
時
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
か
な
り

○
○
コ
届
一
耐
い
く
閏
］
○
匡
吾
○
〔
頁
ロ

ブ

国
四
岸
彦
四
の
四
門
ひ
ニ
ョ
①
の
Ｈ
の

国
四
己
凰
○
戸
ぐ
四
三
国
昌
詳
Ｑ
〕
ず
①
汽
己

ｒ
○
国
吊
一
厨
ぐ
曽
自
○
昌
匿
○
○
国
〕

〕

』
唖
。
］
つ
．
」
ｍ
ｍ
ｍ
ｌ
胃
．
］
」
．
』
の
、
④

旨
．
胃
』
。
』
つ
、
や
１
画
程
。
』
つ
。
衿
、
や
。

画
」
。
］
一
・
』
つ
Ｃ
つ
１
つ
①
．
』
胃
。
骨
ｍ
や
］

④
‘
農
］
。
』
つ
や
目
’
四
℃
。
』
一
。
昌
③
や
函

の
反
響
を
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
前
年
カ
レ
ル
宛
に
平
戸
に
届

（
訓
）

い
て
い
た
薬
缶
も
送
る
と
記
し
て
あ
る
が
、
こ
の
書
翰
が
書
か
れ
た
と

（
鋤
）

き
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ノ
イ
ッ
は
す
で
に
死
亡
し
て
い
た
。

カ
ー
レ
ル
・
ロ
ー
レ
ン
ス
は
長
く
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
一
六
三
○
年
代
半
ば
頃
、
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
契
約
が
切
れ
た
時
、

彼
は
「
自
由
民
」
（
ぐ
島
冒
晶
の
『
）
と
し
て
平
戸
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
一

六
三
五
年
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら
届
い
た
命
令
に
よ
り
ロ
ー
レ
ン
ス
は
、

同
じ
く
「
自
由
民
」
と
し
て
平
戸
に
住
む
こ
と
に
し
て
い
た
元
航
海
士

（
羽
）

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ア
ー
レ
ン
ッ
田
の
ロ
島
言
汽
シ
Ｈ
①
具
の
国
）
と
共
に
グ
ロ

（
別
）

ル
号
（
⑦
且
）
で
日
本
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。
恐
ら
く
、
日
本
側
も
東

イ
ン
ド
会
社
側
も
、
管
理
し
に
く
い
自
由
な
身
分
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
日

本
で
活
動
す
る
こ
と
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
命
令
に
よ

る
と
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
、
ア
ン
ボ
イ
ナ
や
パ
ン
ダ
に
住
み
着
く
か
、
そ
れ

と
も
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
帰
る
の
か
、
を
迫
ら
れ
た
が
、
ロ
ー
レ
ン
ス
自
信

が
ど
う
い
う
決
定
を
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
長
年
に
亙
る
日
本
滞
在

（
妬
）

を
終
え
た
時
点
で
、
彼
の
財
産
は
五
○
○
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
た
。

国
の
富
『
聾
騨
冒
胃
再
平
戸
侯
（
松
浦
肥
前
守
隆
信
）
が
、
一
六
三
一
年

三
月
に
発
病
し
た
江
戸
の
町
奉
行
嶋
田
弾
正
忠
次
兵
衛
利
正
の
た
め
に

「
経
験
豊
か
な
外
科
医
」
と
あ
ら
ゆ
る
薬
品
を
要
請
し
た
こ
と
は
、
永

］
曽
胄
国
四
耳
①
房
瞬

］
四
口
の
庁
○
，
六
口
〕
四
口
偲

両
呂
祠
①
弓
①
鼻
【
四
①
口
〕
己
貯
吋
働

両
罠
循
①
弓
の
再
【
四
①
ｐ
ご
ロ
討
司
・
脚
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（
洲
）

積
洋
子
氏
の
研
究
に
よ
り
す
で
に
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
は
じ
め
ナ
イ

エ
ン
ロ
ー
デ
は
カ
ー
レ
ル
・
ロ
ー
レ
ン
ッ
を
派
遣
す
る
つ
も
り
で
あ
っ

た
が
、
ど
う
い
う
訳
か
そ
れ
に
は
江
戸
か
ら
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
。

し
か
し
時
が
迫
っ
て
い
た
た
め
、
フ
レ
ー
デ
号
（
く
『
＆
①
）
の
ピ
ー
テ
ル
・

ス
タ
ン
ペ
ル
を
送
る
こ
と
に
し
た
。
長
崎
奉
行
は
彼
を
い
く
ら
か
知
っ

て
お
り
、
お
そ
ら
く
腕
の
確
か
な
外
科
医
と
見
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
町
奉
行
嶋
田
の
病
気
に
つ
い
て
は
、
依
頼
状
に
は
、
「
体
中
に
ふ
け

や
悪
性
の
腫
物
」
が
で
き
て
日
本
人
医
師
に
は
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
が

（
師
）

な
か
っ
た
と
し
か
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
停
泊
中
の
す
べ
て
の

オ
ラ
ン
ダ
船
に
乗
っ
て
い
た
外
科
医
た
ち
が
協
議
し
て
、
大
急
ぎ
で
必

（
犯
）

要
と
思
わ
れ
る
薬
品
を
用
意
し
た
。

幸
い
町
奉
行
嶋
田
の
病
気
に
つ
い
て
の
依
頼
状
の
説
明
は
か
な
り
誇

張
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
、
善
意
で
行
わ
れ
た
援

助
は
後
味
の
悪
い
も
の
を
残
し
て
し
ま
っ
た
。
厳
重
に
注
意
さ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
酒
癖
の
悪
い
ス
タ
ン
ペ
ル
は
途
中
で
飲
ん
だ
り
、

か
な
り
攻
撃
的
に
な
っ
た
り
し
て
い
た
。
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
は
、
日
本

食
が
合
わ
な
か
っ
た
と
き
の
た
め
に
四
タ
イ
ル
を
与
え
て
い
た
が
、
こ

れ
も
お
酒
に
使
っ
て
し
ま
い
、
京
都
で
は
盗
み
ま
で
は
た
ら
い
た
。
平

戸
へ
も
ど
る
と
、
祖
国
に
は
か
り
知
れ
な
い
恥
を
か
か
せ
た
と
し
て
、

（
”
）

ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
が
厳
し
い
罰
を
科
し
た
の
も
う
な
ず
け
る
。
当
時
の

三
○
年
戦
争
の
物
語
に
登
場
す
る
「
藪
醤
師
」
を
思
わ
せ
る
ス
タ
ン
ペ

ル
の
振
る
舞
い
は
、
彼
の
外
科
医
と
し
て
能
力
に
も
陰
を
落
と
す
こ
と

に
な
る
。

三
冒
胃
蔚
旨
君
＄
賂
］
旨
晦
彦
マ
ル
テ
ン
・
ウ
ェ
セ
リ
ン
グ
は
コ
ペ
ン

（
Ⅲ
）

ハ
ー
ゲ
ン
生
ま
れ
と
な
っ
て
い
る
。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
日
誌
に
写
さ
れ
た
、

一
六
三
七
年
一
月
一
二
日
付
の
総
督
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
（
ぐ
四
口

ロ
房
目
ｇ
）
宛
て
の
手
紙
で
は
、
長
崎
代
官
末
次
平
蔵
は
外
科
医
ウ
ェ
セ

リ
ン
グ
を
大
変
賞
賛
し
て
い
る
。
ウ
ェ
セ
リ
ン
グ
は
一
六
三
五
年
と
一

六
三
六
年
に
末
次
と
長
崎
奉
行
を
ひ
と
り
治
療
し
、
侍
医
た
ち
に
「
多

大
な
愛
情
と
熱
意
を
こ
め
て
多
く
の
こ
と
を
」
教
え
た
と
い
う
。
再
び

衰
弱
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
末
次
は
、
ウ
ェ
セ
リ
ン
グ
を
再
度
日
本

（
狐
）

へ
派
遣
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。
一
六
三
七
年
二
月
一
九
日
付
の
末
次

か
ら
デ
ィ
ー
メ
ン
ヘ
の
二
通
目
の
手
紙
か
ら
、
こ
の
依
頼
が
次
の
日
本

向
け
の
船
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
二
月

に
は
す
で
に
彼
は
（
恐
ら
く
は
回
復
し
た
た
め
）
来
る
必
要
が
な
く
な
っ

（
岨
）

て
い
た
。
ウ
ェ
セ
リ
ン
グ
は
そ
の
後
船
で
台
湾
へ
向
か
っ
た
が
、

腺
①
両
且
園
の
日
誌
に
は
二
年
間
繰
り
返
し
外
科
医
と
し
て
そ
の
名
を

（
州
）
（
Ⅱ
）

と
ど
め
て
い
る
。
そ
の
後
も
台
湾
で
下
級
商
人
と
し
て
働
き
、
一
六
四

（
胴
）

一
年
タ
マ
カ
ル
（
弓
目
国
富
一
○
の
）
で
殺
害
さ
れ
た
。

国
画
自
の
宅
騨
昌
肋
ハ
ン
ス
・
パ
ウ
ッ
は
ド
イ
ツ
・
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
近
郊

の
小
さ
な
町
オ
シ
ェ
ル
ス
レ
ー
ベ
ン
６
ｍ
ｇ
①
回
①
胃
己
出
身
で
、
月
給

二
二
ギ
ル
ダ
で
下
級
外
科
医
と
し
て
ア
ン
ボ
イ
ナ
号
（
シ
ョ
ｇ
言
“
）
に
乗

り
一
六
三
五
年
七
月
に
バ
タ
ビ
ア
に
着
い
た
。
一
六
三
九
～
四
○
年
、

ド
イ
ツ
・
ウ
ル
ム
ａ
言
）
出
身
の
砲
術
下
士
官
ハ
ン
ス
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ

ン
グ
・
ブ
ラ
ウ
ン
畠
四
口
め
君
○
局
四
局
即
四
厘
目
）
の
指
導
の
も
と
で
将
軍

の
た
め
に
臼
砲
、
榴
弾
、
砲
架
や
そ
の
他
の
付
属
品
が
製
造
さ
れ
て
い

た
時
、
平
戸
商
館
で
は
火
傷
や
そ
の
他
の
外
傷
が
頻
発
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
江
戸
で
自
ら
体
験
し
た
よ
う
に
、
試
砲
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は
、
非
常
な
危
険
を
伴
っ
た
。
誤
砲
の
際
に
は
臼
砲
が
そ
の
中
味
と
も

（
姉
）

ど
も
粉
々
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
一
六
四
○
年
一
月
一
日
付
の

商
館
長
カ
ロ
ン
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
パ
ウ
ッ
は
特
に
、
将
軍
の
命
に
よ

り
し
ば
ら
く
仕
事
の
監
督
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
役
人
三
人
の
面

倒
を
よ
く
見
て
い
た
。
お
そ
ら
く
彼
は
、
在
任
期
間
が
過
ぎ
て
い
た
た

め
、
帰
国
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
上
述
の
役
人
た
ち

を
怒
ら
せ
ま
い
と
し
て
、
カ
ロ
ン
は
パ
ウ
ッ
の
月
給
を
一
六
三
九
年
七

月
二
六
日
に
遡
り
四
○
ギ
ル
ダ
に
上
げ
、
上
級
外
科
医
に
任
命
し
て
さ

ら
に
三
年
間
東
イ
ン
ド
会
社
で
働
く
よ
う
、
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
鋳

造
の
仕
事
と
武
器
の
設
置
に
は
そ
の
後
何
ケ
月
間
も
か
か
っ
た
の
で
、

パ
ウ
ッ
は
少
な
く
と
も
一
六
三
九
年
夏
か
ら
一
六
四
○
年
秋
ま
で
は
日

（
灯
）

本
に
い
た
こ
と
に
な
る
。

』
弓
晦
①
目
色
臣
凰
胃
己
函
の
目
如
里
旨
ぬ
ぎ
ユ
リ
ア
ー
ン
・
ヘ
ン
ゼ
リ
ン

（
側
）

グ
も
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
出
身
の
ド
イ
ツ
人
で
、
月
給
二
五
ギ
ル
ダ
で
ア
ミ

リ
ア
号
（
醇
日
罠
幽
）
の
外
科
医
と
し
て
一
六
三
八
年
一
○
月
に
バ
タ
ヴ
ィ

ア
に
着
い
て
い
る
。
一
六
四
一
年
一
○
月
に
三
年
の
契
約
が
切
れ
、
一

六
四
二
年
九
月
三
○
日
に
出
島
商
館
長
エ
ル
セ
ラ
ッ
ク
に
よ
り
契
約
を

（
卿
）

更
新
し
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
一
六
四
二
年
一
○
月
一
七
日
、

日
誌
に
新
た
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
エ
ル
セ
ラ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ン

ゼ
リ
ン
グ
は
大
目
付
筑
後
殿
と
長
崎
奉
行
の
求
め
に
よ
り
日
本
に
留
ま

（
抑
）

っ
て
い
る
。
彼
の
勤
務
振
り
と
、
大
目
付
、
奉
行
の
求
め
に
よ
り
上
級

（
弧
）

外
科
医
に
昇
進
し
た
。
商
館
日
誌
に
も
ユ
リ
ア
ー
ン
・
ヘ
ン
ゼ
リ
ン
グ

（
鼬
）
．

の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と

彼
は
少
な
く
と
も
一
六
四
一
年
秋
か
ら
一
六
四
四
年
秋
ま
で
日
本
に
い

た
こ
と
に
な
る
。
一
六
四
三
・
四
四
年
の
江
戸
参
府
に
伴
う
負
担
を
軽

く
す
る
た
め
（
さ
厨
○
巳
四
四
①
日
①
具
）
、
彼
は
特
別
手
当
と
し
て
一
七
タ
イ

（
卵
）

ル
を
得
て
い
る
。

○
自
冒
島
閏
．
聾
２
①
邑
農
［
。
⑦
己
オ
ラ
ン
ダ
の
ミ
デ
ル
ブ
ル
フ

（
言
＆
①
冒
一
侭
ご
出
身
の
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ス
テ
フ
ェ
ン
ス
ゾ
ー
ン
は
、

月
給
一
八
ギ
ル
ダ
で
オ
ス
ト
カ
ペ
レ
号
ｓ
ｏ
め
時
ｇ
①
馬
）
の
下
級
外
科
医

（
Ｃ
且
の
『
ｇ
『
三
の
『
）
と
し
て
、
一
六
三
六
年
七
月
に
パ
タ
ヴ
ィ
ァ
に
来

る
。
彼
は
、
後
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
総
督
の
指
示
に
よ
り
外
科
医
ｅ
胃
亘
の
『
）

（
別
）

に
昇
進
し
、
月
給
は
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。
遅
く
と
も
一
六
四
二
年
秋

に
は
来
日
し
て
い
る
。
一
六
四
二
年
末
の
江
戸
参
府
の
決
算
を
見
る
と
、

一
七
タ
イ
ル
の
特
別
手
当
を
得
た
の
は
上
記
の
ヘ
ン
ゼ
リ
ン
グ
で
は
な

（
弱
）

く
就
任
し
た
ば
か
り
の
ス
テ
フ
ェ
ン
ス
ゾ
ー
ン
で
あ
る
。
一
六
四
三
年

四
月
九
日
に
出
島
で
数
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
と
日
本
人
の
立
会
の
も
と
に

作
ら
れ
た
甲
板
長
ピ
ケ
・
エ
ッ
セ
ル
ス
国
亘
ハ
の
屏
印
の
易
）
の
遺
言
状
に

（
卵
）

彼
は
、
相
続
人
の
一
人
と
し
て
そ
の
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
六
四

三
・
四
四
年
、
彼
の
上
司
上
級
外
科
医
ヘ
ン
ゼ
リ
ン
グ
は
江
戸
参
府
に

（
”
）

同
行
し
て
い
る
が
、
ス
テ
フ
ェ
ン
ス
ゾ
ー
ン
は
出
島
に
残
っ
て
い
た
。

一
六
四
四
年
一
○
月
六
日
付
の
契
約
更
新
に
よ
り
、
彼
は
同
年
一
二
月

一
日
付
を
も
っ
て
上
級
外
科
医
に
昇
進
し
、
月
給
は
四
四
ギ
ル
ダ
に
な

っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
商
館
長
エ
ル
セ
ラ
ッ
ク
は
、
彼
の
外
科

医
の
仕
事
振
り
と
熱
心
に
書
記
と
倉
庫
の
見
張
り
を
勤
め
た
業
績
を
強

（
認
）

調
し
て
い
る
。
新
契
約
の
任
期
は
三
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
日
後
の
一

○
月
八
日
に
は
ス
テ
フ
ェ
ン
ス
ゾ
ー
ン
の
名
が
初
め
て
商
館
長
日
誌
に

（
調
）

も
現
わ
れ
る
。
同
年
末
の
江
戸
参
府
で
彼
は
上
位
外
科
医
と
し
て
一
七
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（
帥
）

タ
イ
ル
の
特
別
手
当
を
支
給
さ
れ
た
。
一
六
四
五
年
秋
に
離
日
し
、
一

（
例
）

六
四
六
年
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
号
禽
○
昌
凋
く
自
国
一
①
己
で
勤
務
し
た
。

閑
胃
］
房
の
昌
頁
言
胃
里
尻
⑦
目
壱
三
カ
ー
ル
・
ケ
ン
プ
フ
は
一
六
一

七
年
二
月
二
三
日
に
ル
タ
ー
派
の
市
参
事
会
幹
部
ハ
ン
ス
・
ケ
ン
プ

フ
田
四
吊
肉
①
冒
耳
）
と
妻
マ
ル
ガ
レ
ッ
ト
（
臣
⑳
侭
閏
８
の
息
子
と
し

て
ド
イ
ツ
・
プ
フ
ァ
ル
ッ
の
地
方
都
市
ラ
ン
ダ
ウ
（
旨
．
§
口
）
に
生
ま

（
腿
）

れ
た
。
な
ぜ
上
流
家
庭
の
子
で
あ
っ
た
彼
が
身
分
の
低
い
外
科
医
職
に

就
い
て
東
ア
ジ
ア
に
来
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
彼
は
一
六
四
五
年
秋
に

日
本
へ
赴
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
六
四
六
年
一
月
に
ケ
ン
プ
フ
は
江

戸
参
府
に
同
行
し
、
一
八
タ
イ
ル
の
特
別
手
当
を
得
た
。
こ
の
参
府
の

（
鯛
）

決
算
は
、
彼
の
名
前
、
職
業
及
び
出
生
地
を
示
す
唯
一
の
文
献
で
あ
る
。

』
肖
呂
ぐ
四
目
の
閉
駕
］
オ
ラ
ン
ダ
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
生
ま
れ
た
ヤ
ー

コ
ッ
プ
・
ゲ
ッ
セ
ル
も
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
外
科
医
の
一
人
で

あ
る
。
彼
は
、
月
給
一
○
ギ
ル
ダ
で
オ
ー
リ
フ
ァ
ン
ト
号
（
○
言
四
員
）
の

兵
士
と
し
て
一
六
四
六
年
末
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
来
た
。
い
つ
頃
か
ら
出

島
で
臨
時
に
（
冒
○
く
回
○
昌
の
昼
ｏ
ご
下
級
外
科
医
を
勤
め
て
い
た
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
持
っ
て
い
た
ゲ
ッ
セ
ル
は
、
一

六
四
八
年
二
月
九
日
に
は
前
年
の
一
月
一
二
日
に
遡
っ
て
下
級
外
科

医
に
正
式
に
昇
進
し
、
月
給
は
一
八
ギ
ル
ダ
に
上
が
っ
て
い
る
。
昇
進

し
た
と
き
彼
は
東
南
ア
ジ
ア
の
ト
ン
キ
ン
に
お
り
、
長
崎
と
ト
ン
キ
ン

（
帆
）

の
間
を
通
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ぎ
ぎ
酌
自
国
の
”
君
屋
邑
伽
島
ド
イ
ツ
・
エ
ァ
フ
ル
ト
（
卑
言
己
出
身
の

ョ
ハ
ネ
ス
・
ヴ
ン
シ
ュ
は
、
月
給
二
六
ギ
ル
ダ
で
ク
ー
号
負
。
の
）
の
下

級
外
科
医
と
し
て
一
六
四
七
年
五
月
末
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
到
着
し
た
。

そ
こ
で
初
め
は
要
塞
の
病
院
で
働
き
、
後
に
様
々
な
船
の
上
級
外
科
医

を
勤
め
た
。
ヴ
ン
シ
ュ
は
一
六
五
一
年
の
夏
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル

ゲ
ル
の
後
任
と
し
て
来
日
し
、
契
約
の
任
期
満
了
の
た
め
、
一
○
月
六

日
に
上
級
外
科
医
と
し
て
三
○
ギ
ル
ダ
の
月
給
で
新
た
に
三
年
の
契
約

（
砧
）

を
結
ん
だ
。
そ
の
年
の
商
館
長
ス
テ
ル
テ
ミ
ウ
ス
の
日
誌
に
は
「
外
科

医
」
と
し
て
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
緒
に
出
島
で
勤
務
し
て
い

た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
オ
ー
ロ
フ
・
ヴ
ィ
ル
マ
ン
（
ｇ
ｏ
魚
弓
邑
日
四
国
。
）
の

（
妬
）

旅
行
日
記
に
は
ヴ
ン
シ
ュ
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
彼
は
一
六
五
二
年
の

秋
に
日
本
か
ら
離
れ
、
一
六
五
四
年
に
は
再
び
来
日
し
、
商
館
長
ヴ
ィ

（
師
）

ニ
ン
ク
ス
と
二
度
目
の
江
戸
参
府
に
同
行
し
て
い
る
。

閨
①
彦
画
目
目
の
の
含
騨
三
ｍ
盆
己
里
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ス
テ
ィ
ペ
ル
（
ま
た
は
ヤ

ン
・
ス
テ
ィ
ペ
ル
）
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
生
ま
れ
た
。
彼
は
月

給
三
四
ギ
ル
ダ
で
ヴ
ィ
テ
ン
・
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
号
（
弓
胃
の
昌
○
胃
卸
昌
）

の
下
級
外
科
医
と
し
て
一
六
五
○
年
二
月
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
着
い

た
。
最
初
は
上
級
外
科
医
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
の
小
島
ソ
ロ
ル
の
「
ヘ

ン
リ
ク
ス
要
塞
」
（
ざ
胃
①
ｍ
の
①
国
の
目
呂
の
）
で
働
き
、
一
六
五
二
年
に
は

（
卵
）

日
本
へ
転
勤
し
て
き
て
い
る
。
初
年
の
日
記
に
は
職
業
名
言
①
言
の
①
の
‐

５
吋
で
し
か
現
わ
れ
て
い
な
い
・
次
の
任
期
中
に
は
、
一
箇
所
で
９
吋
目
‐

（
㈹
）

唱
言
旨
自
陣
台
座
、
あ
と
は
す
べ
て
日
［
①
①
⑰
訂
］
Ｈ
菅
口
聾
冒
里
と
な
っ

て
い
る
。
彼
の
雇
用
契
約
は
一
六
五
三
年
で
終
わ
っ
て
い
る
。
一
六
五

四
年
一
○
月
二
日
に
は
、
前
回
の
江
戸
参
府
で
の
業
績
や
満
足
で
き

る
立
派
な
勤
務
振
り
か
ら
新
た
に
上
級
外
科
医
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
。
昇
給
や
任
期
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
取
り
決
め
は
な
さ
れ
ず
、
そ

（
加
）

の
後
の
こ
と
は
す
べ
て
ス
テ
ィ
ベ
ル
に
任
さ
れ
て
い
た
。
翌
春
に
は
ヴ
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ン
シ
ュ
が
上
級
外
科
医
と
し
て
江
戸
へ
赴
い
て
い
る
の
で
、
ス
テ
ィ
ペ

ル
は
一
六
五
四
年
の
晩
秋
に
は
日
本
を
離
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

プ
（
》
○

国
里
①
円
曽
８
房
函
［
。
○
弓
］
オ
ラ
ン
ダ
の
ミ
デ
ル
ブ
ル
フ
出
身
の
ピ

ー
テ
ル
・
ヤ
コ
プ
ス
ゾ
ー
ン
は
、
一
六
五
一
年
五
月
に
タ
イ
オ
ワ
ン
号

（
月
旦
○
匡
目
）
で
下
級
外
科
医
と
し
て
月
給
一
二
ギ
ル
ダ
で
バ
タ
ヴ
ィ

ア
に
来
た
。
彼
は
遅
く
と
も
一
六
五
四
年
の
夏
頃
に
は
来
日
し
た
筈
で

あ
る
。
任
期
が
満
了
し
、
出
島
で
下
級
外
科
医
を
必
要
と
し
て
い
た
た

め
、
同
年
一
○
月
二
日
、
商
館
長
ハ
ッ
パ
ル
ト
に
よ
っ
て
新
た
な
契

（
、
）

約
が
三
年
の
期
限
で
結
ば
れ
、
月
給
は
二
二
ギ
ル
ダ
に
な
っ
た
。

当
時
の
上
級
外
科
医
ヴ
ン
シ
ュ
が
一
六
五
五
年
春
に
江
戸
へ
行
っ
て

い
る
問
、
ヤ
コ
プ
ス
は
出
島
に
残
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
世
話
を
し
て

（
だ
）

い
た
。
彼
は
商
業
へ
の
転
職
を
熱
望
し
、
倉
庫
関
係
の
仕
事
で
業
績
を

上
げ
た
。
一
六
五
七
年
一
○
月
に
任
期
三
年
の
契
約
が
切
れ
た
た
め
、

ヤ
コ
プ
ス
は
商
館
長
ワ
ー
ゲ
ネ
ル
の
出
航
直
前
の
二
七
日
、
同
じ
月
給

で
さ
ら
に
三
年
の
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
も
う
一
年
出
島
の
下
級
外
科

医
を
つ
と
め
る
条
件
で
、
彼
は
翌
一
六
五
八
年
五
月
一
○
日
か
ら
助
手

（
湖
）

の
職
に
就
く
こ
と
を
約
束
さ
れ
た
が
、
少
な
く
と
も
一
六
六
○
年
ま
で

は
相
変
わ
ら
ず
江
戸
参
府
中
の
外
科
医
の
代
理
を
兼
担
せ
ざ
る
を
得
な

（
別
）

か
つ
た
。

西
騨
易
］
胃
媚
の
目
色
自
己
煙
の
三
国
幽
旨
烏
①
ハ
ン
ス
・
ユ
リ
ア
ー
ン
・

ハ
ン
コ
は
東
部
ド
イ
ツ
の
ブ
レ
ス
ラ
ウ
（
犀
①
の
盲
屋
、
現
在
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
プ
ロ
ッ
ラ
フ
）
で
生
ま
れ
た
。
彼
は
月
給
三
二
ギ
ル
ダ
で
ク
ー
号

負
○
①
）
の
上
級
外
科
医
と
し
て
一
六
四
七
年
六
月
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に

来
た
。
任
期
五
年
の
契
約
が
切
れ
て
か
ら
、
彼
は
毎
年
ョ
－
ロ
ッ
パ
に

帰
る
つ
も
り
で
い
た
の
で
、
期
限
付
き
の
契
約
を
結
ん
だ
り
、
「
昇
進
」

を
願
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
出
島
で
一
年
間
の
勤
務
を
終
え
た
一
六
五

六
年
の
秋
も
そ
う
だ
っ
た
。
江
戸
参
府
の
際
、
数
名
の
大
物
の
診
察
や

治
療
で
彼
は
大
き
な
業
績
を
挙
げ
た
が
、
商
館
長
ブ
ヘ
ー
リ
ョ
ン
が
勧

め
た
滞
在
延
長
に
対
し
て
は
非
常
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
結
局
特
定
の

任
期
を
定
め
ず
に
月
給
を
三
二
ギ
ル
ダ
ー
か
ら
四
二
ギ
ル
ダ
ー
に
上
げ

（
両
）

る
こ
と
で
納
得
し
て
も
ら
っ
た
。
新
任
商
館
長
ワ
ー
ゲ
ネ
ル
ヘ
の
引
き

継
ぎ
報
告
の
中
で
は
さ
ら
に
、
上
級
外
科
医
ハ
ン
ス
・
ハ
ン
コ
は
あ
ら

ゆ
る
授
業
を
行
っ
て
お
る
こ
と
、
ま
た
次
の
春
に
も
江
戸
へ
行
か
せ
る

（
妬
）

よ
う
助
言
し
た
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
タ
ー
ヌ
ス
も
こ

（
両
）

の
報
告
を
引
用
し
て
い
る
。
ハ
ン
コ
は
一
六
五
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け

て
向
井
元
升
に
西
洋
外
科
術
に
つ
い
て
教
え
、
そ
の
軟
膏
薬
は
ア
ン

ス
・
ョ
レ
ア
ム
と
い
う
名
で
様
々
な
写
本
に
現
れ
る
。
な
お
、
洋
学
史

事
典
は
一
六
五
六
・
五
七
年
の
欄
に
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ヴ
ェ
イ
ン
ス
（
シ
胃
四
‐

冨
日
雪
の
旨
ゆ
）
を
載
せ
て
い
る
が
、
彼
は
助
手
で
、
せ
い
ぜ
い
下
級
外

（
沼
）

科
医
だ
っ
た
。

留
①
ご
①
員
聾
呂
冒
騨
雪
［
易
］
号
盲
弓
①
冒
胃
オ
ラ
ン
ダ
の
シ
ー
ダ
ム

⑦
ｎ
画
の
３
日
）
出
身
の
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
・
デ
・
ラ
・
ト
ン
ブ
は
、
月
給

三
○
ギ
ル
ダ
で
ブ
ル
ー
メ
ン
ダ
ー
ル
号
（
四
○
の
日
の
ロ
呂
巴
）
の
外
科
医
と

し
て
一
六
五
五
年
六
月
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
着
い
た
。
彼
が
い
つ
出
島
の

外
科
医
に
就
任
し
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
一
六
五
八
年
六
月
一

○
日
付
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
総
督
マ
ー
ト
ソ
イ
ケ
ル
（
冨
闇
厨
昌
呉
①
『
）
が
署

名
し
た
新
契
約
書
に
は
前
年
度
の
出
島
商
館
長
ブ
ヘ
ー
リ
ョ
ン
に
よ
る
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デ
・
ラ
・
ト
ン
ブ
ヘ
の
高
い
評
価
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
彼
は
す

で
に
一
六
五
七
年
の
秋
か
ら
日
本
で
働
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
残
念

な
が
ら
、
ブ
ヘ
ー
リ
ョ
ン
の
日
誌
に
は
ト
ン
ブ
の
名
前
が
見
ら
れ
な
い
。

上
記
の
任
期
三
年
の
契
約
更
新
に
よ
り
デ
・
ラ
・
ト
ン
ブ
は
、
上
級
外

（
刃
）

科
医
と
し
て
四
五
ギ
ル
ダ
の
月
給
を
得
た
。
一
六
六
○
年
、
日
［
の
①
の
房
］

同
煕
２
２
が
江
戸
へ
行
っ
て
い
る
間
、
ピ
ー
テ
ル
・
ヤ
コ
プ
ス
は
出
島

の
呂
胃
貝
豐
吊
言
ヨ
鳥
色
を
担
当
す
る
と
い
う
記
述
か
ら
、
デ
・
ラ
・

（
帥
）

ト
ン
ブ
は
引
き
続
い
て
日
本
で
活
動
し
て
い
た
と
分
か
る
。
尚
、
洋
学

史
事
典
に
見
ら
れ
る
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ム
ロ
ッ
ク
は
下
位
商
人
と
倉
庫
管

（
帥
）

理
者
（
昌
呂
①
。
９
９
）
を
勤
め
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

陰
門
自
Ｃ
員
皀
禺
闇
［
②
①
目
］
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
生
ま
れ
の
ア
ル
ノ
ウ

ト
・
デ
ィ
ル
ク
ス
ゾ
ー
ン
は
、
一
六
六
三
年
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
到
着
し
、

一
六
六
六
年
一
○
月
か
ら
日
本
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
商
館
長

日
誌
の
数
ケ
所
に
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
彼
の
名
前
（
シ
ｇ
ｏ
員
目
鼻
の
①
》

ど
己
○
三
目
『
厨
》
Ｐ
①
昌
○
巨
貸
目
鼻
⑳
ｇ
）
を
見
る
と
、
恐
ら
く
正
式
な
名

（
魂
）

前
は
少
目
○
員
目
鼻
間
［
○
○
口
］
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
六
六
八
年
一
月

二
一
日
彼
は
医
師
瀬
尾
昌
琢
の
た
め
に
あ
の
有
名
な
証
明
書
を
発
行

（
剛
）

す
る
。
デ
ィ
ル
ク
ス
ゾ
ー
ン
は
出
島
で
一
六
六
九
年
一
月
九
日
遺
言
状

を
書
か
ず
に
、
体
を
む
し
ば
む
病
で
（
①
ｇ
且
斥
①
閏
①
且
①
農
、
胃
の
）
死

亡
し
た
。
翌
日
、
奉
行
所
か
ら
来
た
二
人
の
検
士
が
死
体
を
「
湾
の
向

（
剛
）

こ
う
の
オ
ラ
ン
ダ
墓
地
で
埋
葬
し
た
」
。

旨
Ｃ
涜
鵠
旨
胃
①
①
コ
モ
イ
セ
ス
・
マ
ロ
ー
ン
は
一
六
六
九
年
か
ら
上

（
蹄
）

級
外
科
医
と
し
て
出
島
に
お
り
、
一
六
七
一
年
一
月
一
日
夜
か
ら
二
日

に
か
け
て
出
島
で
死
亡
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
二
、
三
ケ
月
は
病
気
で
、

体
が
麻
陣
し
て
い
た
。
彼
も
「
出
島
の
向
こ
う
岸
の
い
つ
も
の
墓
地
に

（
柵
）

運
ば
れ
た
」
。

の
①
胃
凰
＆
困
儲
鼻
（
困
画
鼻
）
名
前
か
ら
は
ド
イ
ツ
出
身
と
思
わ

（
師
）

れ
る
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド
・
ハ
ー
ク
は
若
い
薬
剤
師
で
あ
っ
た
。
薬
草
の

専
門
家
と
蒸
留
者
が
求
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
彼
は
一
六
七
○
年
日
本

に
派
遣
さ
れ
た
が
、
日
本
側
は
よ
り
経
験
の
豊
富
な
人
を
期
待
し
て
い

（
洲
）

た
よ
う
で
あ
る
。

弓
冒
弓
因
国
届
冒
薬
剤
師
の
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
一
六
七
一
年

に
ハ
ー
ク
の
後
任
と
し
て
「
チ
ュ
ー
ル
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ヒ
」
号
（
弓
巨
冒
①
国
‐

（
柵
）
（
帥
）

官
侭
写
で
長
崎
に
到
着
し
た
。
彼
は
一
六
七
三
年
ま
で
出
島
に
い
た
。

シ
骨
旨
の
冒
解
風
青
宍
胃
号
臼
砺
ア
ド
リ
ア
ー
ン
・
ス
ト
ラ
イ
ケ
ル
ス

ベ
ル
ッ
ヒ
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
生
ま
れ
た
。
一
六
七
三
・
七
四
年
に
日

本
で
任
に
就
き
、
七
四
年
末
に
ハ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ッ
上
号
（
国
閉
①
号
の
侭
写

で
バ
タ
ヴ
ィ
ア
ヘ
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
ア
ル
ベ
ル
ッ
ス
・
ボ
ッ
プ

（
津
守
①
『
目
⑭
胃
ｇ
）
が
八
月
一
三
日
に
死
亡
し
て
か
ら
砦
の
上
級
外
科

医
の
職
が
空
席
に
な
っ
て
お
り
、
ス
ト
ラ
イ
ケ
ル
ス
ベ
ル
ッ
ヒ
は
そ
の

（
卯
）

後
任
に
指
名
さ
れ
た
。
一
六
八
二
年
四
月
八
日
に
彼
は
砦
の
医
局
長
に

な
っ
て
い
る
。
一
六
八
四
年
六
月
六
日
に
は
上
級
商
人
に
な
り
、
こ
の

地
位
に
彼
は
少
な
く
と
も
一
六
九
六
年
ま
で
就
い
て
い
た
。
一
七
○
二

年
ま
で
公
衆
衛
生
業
務
の
長
を
し
て
い
た
。
そ
の
一
五
年
間
に
彼
が
外

（
兜
）

科
医
か
ら
上
級
外
科
医
に
昇
進
さ
せ
た
の
は
三
人
だ
け
だ
っ
た
。

君
筥
①
冒
困
員
目
色
目
ヴ
ィ
レ
ム
・
ホ
フ
マ
ン
は
、
一
六
七
一
年
に
日

（
師
）

本
に
来
て
、
続
け
て
五
年
間
も
上
級
外
科
医
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
。

一
六
七
二
年
一
二
月
一
七
日
ホ
フ
マ
ン
は
「
筑
後
殿
」
の
医
師
に
証
明
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害
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
「
８
９
日
」
は
ニ
ハ
七
二
年
二
月
二
六

日
か
ら
外
科
学
と
油
類
の
蒸
留
法
を
学
び
、
「
殿
様
と
他
の
日
本
人
に
対

し
て
そ
の
学
識
が
強
調
で
き
る
よ
う
に
」
証
明
書
の
発
行
を
依
頼
し
た
。

（
弧
）

残
念
な
が
ら
、
こ
の
証
明
書
は
行
方
が
わ
か
ら
な
い
。

一
六
七
六
年
の
商
館
長
日
誌
に
は
、
「
同
時
に
上
級
外
科
医
も
勤
め
る

下
位
商
人
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
で
、
ホ
フ
マ
ン
が
商
人
へ
の
転
向

（
蝿
）

に
成
功
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
年
、
彼
は
病
気
の
た
め
江
戸
へ
は

（
％
）

行
っ
て
い
な
い
。
尚
、
一
六
七
四
年
一
○
月
か
ら
一
六
七
六
年
一
○
月

ま
で
出
島
に
滞
在
し
て
い
た
ヴ
ィ
レ
ム
・
テ
ン
・
ラ
イ
ネ
博
士
は
通
常

（
Ｗ
）

の
藺
館
医
で
は
な
く
、
別
枠
で
日
本
へ
派
遣
さ
れ
た
人
で
あ
る
。

閏
①
冒
号
旨
宍
①
意
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
オ
ベ
ー
は
「
新
ネ
デ
ル
ラ
ン

ド
」
（
ｚ
①
雪
国
○
升
？
）
出
身
で
一
六
八
三
年
夏
に
上
級
外
科
医
と
し
て

来
日
し
、
日
本
側
の
要
請
に
よ
り
一
六
八
四
年
秋
以
降
、
さ
ら
に
一
年

留
ま
る
こ
と
に
な
る
。
一
六
八
五
年
に
は
し
か
し
下
級
商
務
官
に
な

（
蛇
）

っ
た
。
ク
ラ
フ
ト
に
よ
れ
ば
彼
は
一
六
八
六
年
に
は
日
本
を
離
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
六
八
九
年
に
は
東
南
ア
ジ
ア
の
セ
マ
ラ
ン
グ

（
”
）

島
あ
の
ョ
四
国
畠
）
の
総
督
に
な
っ
て
い
る
。
一
六
九
五
年
に
は
ヤ
パ
ム

島
の
管
理
官
に
な
り
、
一
六
九
五
年
九
月
二
○
日
に
商
務
官
に
昇
進
し

た
。
一
六
九
六
年
一
月
二
五
日
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
ヘ
戻
っ
た
が
、
そ
こ
で

問
題
が
起
き
た
よ
う
で
あ
る
。
同
年
三
月
一
日
に
改
め
て
行
政
官
と
し

て
ヤ
パ
ム
ヘ
派
遣
さ
れ
た
と
き
に
は
、
報
酬
や
地
位
の
「
待
遇
改
善
」

を
条
件
に
し
た
。
こ
こ
で
彼
の
キ
ャ
リ
ア
は
終
わ
り
、
昇
進
も
昇
給
も

（
Ⅲ
）

な
く
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
ヘ
帰
っ
た
。
オ
ベ
ー
の
名
前
は
商
館
長
日
誌
の
所
々

（
Ⅲ
）

で
見
ら
れ
る
。

冒
旨
国
胃
篇
房
園
［
ｃ
ｃ
己
当
時
の
ラ
テ
ン
語
指
向
に
よ
り
、
ヤ
ン
・

バ
ル
テ
ル
ス
の
名
前
は
旨
己
国
閏
邑
の
四
呼
己
①
呂
只
宮
の
と
綴
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
添
え
名
の
冨
巨
＆
冒
吊
（
つ
ま
り
恵
ま
れ
て
い
る
も
の
）
は

幸
福
な
生
活
を
暗
示
し
て
い
る
。
バ
ル
テ
ル
ス
は
ま
ず
一
六
八
○
年
に

三
年
の
予
定
で
来
日
し
、
二
度
目
の
滞
在
期
間
は
一
六
八
六
年
か
ら
一

六
八
九
年
だ
っ
た
。
な
ぜ
彼
は
あ
れ
ほ
ど
管
理
さ
れ
て
い
た
出
島
商
館

で
の
生
活
に
、
一
七
世
紀
の
ど
の
外
科
医
よ
り
も
長
く
、
七
年
間
に
わ

（
伽
）

た
っ
て
耐
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
ス
テ
ィ
ビ
ン
」
江
戸
時
代
の
写
本
に
は
よ
く
「
ス
テ
ィ
ビ
ン
」
の

名
で
現
わ
れ
る
。
こ
れ
は
ヤ
ン
・
ス
テ
ィ
ペ
ル
だ
と
い
う
説
も
あ
る
が
、

日
本
語
で
の
表
記
は
元
来
の
発
音
と
は
か
な
り
か
け
は
な
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
ス
テ
フ
ァ
ン
・
デ
・
ラ
・
ト
ン
ブ
（
聾
ｇ
冨
自
月
面
弓
○
ョ
房
、

つ
ま
り
昌
用
牌
閏
陣
２
９
）
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
コ
ル
ネ
リ
ス
」
こ
れ
は
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ム
ロ
ッ
ク
（
９
目
①
房
国
．

冨
巳
〔
）
。
ご
と
さ
れ
て
き
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
資
料
で
は
ム
ロ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
商
人
と
し
て
の
職
歴
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
た
と
え
ば
コ
ル
ネ

リ
ス
・
ス
テ
フ
ェ
ン
ス
ゾ
ン
か
コ
ル
ネ
リ
ス
・
デ
・
ラ
ー
ベ
ル
だ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。

「
伊
保
宇
」
、
「
多
阿
須
」
亨
保
三
年
（
一
七
一
六
年
）
の
「
阿
蘭
陀

（
川
）

外
科
和
朝
世
系
之
図
」
で
は
加
須
波
留
（
８
ｍ
ｇ
『
粋
冨
日
胃
侭
国
）
、
須

庭
賓
（
聾
の
ぐ
の
旨
）
、
阿
無
須
與
利
安
（
国
目
旦
こ
『
旨
の
自
国
目
鼻
。
）
、
阿
留

曼
須
加
津
国
の
『
日
曽
巨
の
宏
蝕
罰
）
、
阿
留
能
登
（
胃
。
○
昌
皀
『
具
闇
・
）
と

二
三
の
問
題
点
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並
ん
で
「
伊
保
宇
」
と
「
多
阿
須
」
の
名
前
も
挙
が
っ
て
い
る
。
他
の

名
前
が
特
定
で
き
る
以
上
、
最
後
の
二
者
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
知
ら

れ
て
い
な
い
外
科
医
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

「
ハ
ル
ム
」
桂
川
甫
築
の
繕
生
室
医
話
（
巻
一
）
で
は
そ
の
書
物
に
っ

（
Ⅲ
）

い
て
の
説
明
の
中
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
…
．
：
。

「
寛
文
元
辛
丑
九
月
四
日
従
鎮
信
公
長
崎
御
奉
行
黒
川
與
兵
衛
殿
江

御
頼
下
拙
阿
藺
陀
外
科
稽
古
ス
其
時
ノ
師
匠
ハ
ハ
ル
マ
ン
ス
カ
ッ

ッ
カ
ビ
タ
ン
ノ
名
ハ
デ
レ
キ
ハ
ン
リ
イ
ル
ト
云
同
二
年
寅
正
月
廿

六
日
右
ノ
メ
ス
ト
ル
江
府
江
参
向
二
付
下
拙
モ
参
候
此
ハ
ル
マ
ン

ス
ハ
阿
蘭
陀
ニ
テ
モ
名
人
ノ
由
カ
ビ
タ
ン
云
ナ
リ
此
メ
ス
ト
ル
ニ

ニ
年
附
添
其
後
代
リ
ニ
ダ
ン
ネ
ル
ト
云
メ
ス
ト
ル
来
朝
ス
カ
ビ
タ

ン
ヲ
イ
ン
デ
レ
キ
ト
云
又
其
代
リ
ニ
ハ
ル
ム
ト
云
メ
ス
ト
ル
来
朝

ス
ダ
ン
ネ
ル
ニ
三
年
パ
ル
ム
一
二
年
都
合
六
年
ノ
間
通
詞
各
立
合

吟
味
ヲ
遂
ゲ
右
雨
師
ノ
印
可
井
通
詞
ノ
連
判
ノ
ー
巻
二
稽
古
ノ
目

録
箇
條
委
細
有
之
也
夫
ニ
テ
其
品
々
ヲ
見
合
可
有
事
凡
阿
藺
陀
江

的
傳
卜
云
事
ハ
曽
テ
難
成
事
ナ
レ
ド
モ
太
守
ノ
御
逓
寄
相
叶
所
也

又
此
耆
ハ
師
匠
江
此
方
ヨ
リ
問
懸
通
詞
二
和
ケ
サ
セ
書
集
蛍
仕
立

素
下
愚
無
学
短
才
ナ
レ
バ
文
章
更
不
宜
然
ト
モ
全
ク
無
違
説
也
其

慥
成
所
ヲ
愚
息
二
知
ラ
セ
ン
為
二
言
キ
記
ス
也
更
二
他
人
之
見
二

一
同
九
月
ニ
ダ
ン
ネ
ル
江
白
銀
十
枚
帰
帆
二
又
十
枚
樽
一
荷
肴
一

箱 白
銀
三
十
枚
御
使
野
口
小
右
衛
門

ア
ラ
ザ
レ
バ
ナ
リ

一
右
ノ
師
禮
二
寛
文
二
寅
九
月
廿
三
日
歸
帆
ニ
ハ
ル
マ
ン
ス
ヘ

一
同
卯
九
月
ニ
ハ
ル
ム
江
白
銀
十
枚
都
合
白
銀
六
十
枚
太
守
ョ
リ

遣
ル
者
也

旨
二
天
和
三
癸
亥
五
月
雨
中
法
橋
甫
安
春
育
五
十
一
歳
ニ
テ
改
害

之
子
甫
安
景
富
愚
息
江
附
属
ス
ル
ニ
ョ
リ
四
十
七
歳
ニ
テ
書
籍
上

中
下
三
冊
二
改
害
之
」

商
館
長
と
外
科
医
の
名
は
出
島
商
館
の
記
録
と
合
っ
て
い
る
。
寛
文

二
年
九
月
二
三
日
（
一
六
六
二
年
二
月
四
日
）
の
日
付
も
信
頼
で
き
る
。

二
月
五
日
に
は
リ
ー
ル
ｅ
閂
）
と
任
期
を
終
え
た
部
下
が
旅
立
っ
て

お
り
、
外
科
医
「
ハ
ル
ム
」
令
里
見
）
の
存
在
を
疑
う
理
由
は
な
い
。

「
ハ
ン
ス
」
宗
田
一
氏
所
蔵
の
カ
ス
パ
ル
流
猪
股
伝
兵
衛
系
の
相
伝

証
（
元
禄
七
年
、
一
六
九
四
年
）
は
「
紅
毛
医
渡
扶
桑
之
衆
」
と
し
て
カ

ス
パ
ル
、
ス
テ
ヒ
ン
、
ア
ン
ス
ヨ
レ
ア
ン
、
ハ
ル
マ
ン
ス
、
ヤ
ン
、
コ

ル
ネ
リ
ス
、
カ
ツ
、
ハ
ン
ス
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
リ
ス
ト
で
初

め
て
現
わ
れ
る
の
は
ハ
ン
ス
（
函
四
コ
の
）
で
、
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
語
圏
の

（
Ⅲ
）

出
身
者
と
思
わ
れ
る
。
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文
献

（
１
）
大
烏
蘭
三
郎
「
藺
館
日
誌
の
医
史
学
的
研
究
」
・
日
本
医
史
学
雑
誌
、

第
一
○
巻
第
一
号
、
昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
年
）
、
二
～
一
六

頁
。
大
鳥
蘭
三
郎
「
蘭
館
日
誌
の
医
史
学
的
研
究
」
。
日
本
医
史
学

雑
誌
、
第
一
○
巻
第
二
、
三
号
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
年
）
、

一
～
一
二
頁
。
服
部
敏
郎
『
江
戸
時
代
医
学
史
の
研
究
」
吉
川
弘

文
館
、
東
京
、
昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
年
）
、
三
三
○
～
三
三
八

頁
。
日
蘭
学
会
編
『
洋
学
史
事
典
」
、
雄
松
堂
出
版
、
東
京
、
昭
和

五
九
年
（
一
九
八
四
年
）
、
付
表
三
。

（
２
）
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
中
央
文
書
館
（
ど
鴨
目
の
①
邑
国
房
の
閏
。
冨
呉
印
”

の
国
く
①
。
冨
帰
Ⅱ
ン
宛
シ
）
の
資
料
に
つ
い
て
の
略
号
は
シ
詞
Ｐ
胃
．

三
画
』
ゞ
ｚ
＆
曾
訂
己
陥
甸
肖
８
昌
盲
冨
邑
Ⅱ
ｚ
国
十
番
号
。
出

島
商
館
日
誌
の
資
料
に
は
さ
ら
に
ロ
ロ
を
付
記
す
る
Ⅱ
ｚ
国
十

番
号
ゞ
ロ
ロ
十
日
付
、
ま
た
は
シ
詞
シ
』
・
言
・
己
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
会
社
は
く
○
○
十
番
号
。
そ
の
他
の
資
料
に
つ
い
て
は
５
凋
閨
‐

鴨
口
巨
ヨ
ョ
関
を
付
記
す
る
。

（
３
）
「
○
ｇ
①
胃
言
『
昌
四
旨
冨
里
目
の
Ｑ
○
房
の
巳
は
日
記
の
引
用
箇
所

に
の
み
見
ら
れ
る
。
ｚ
国
・
ロ
ロ
騨
届
．
屋
急
ゞ
目
・
］
・
屋
台
・
匡
嵯
．

届
ミ
等
な
ど
。

（
４
）
こ
の
外
科
医
も
ク
ロ
ウ
セ
ン
か
も
知
れ
な
い
。
彼
は
江
戸
参
府
同

行
者
と
し
て
一
八
タ
イ
ル
の
特
別
手
当
を
得
た
（
ｚ
国
匡
霊
》

罰
陥
冨
三
目
鴨
晟
ミ
酉
窪
停
①
ｇ
国
胃
豆
閏
）
。
ま
た
日
記
の
他
の

箇
所
で
は
た
だ
「
の
寓
目
品
言
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
（
ｚ
ご
倉

ロ
ロ
圏
障
尽
急
・
沼
．
崇
屋
岳
〕
農
＆
自
登
等
）
。

（
５
）
こ
の
「
Ｏ
三
目
侭
言
」
は
常
に
職
名
で
現
わ
れ
る
（
ｚ
国
ｓ
ゞ
ｐ
ｐ

Ｐ
騨
晟
ち
ゞ
鴎
・
～
圏
．
酌
届
ら
等
な
ど
）
。

（
６
）
ｚ
ご
争
い
ロ
ロ
鵲
』
．
届
９
石
四
９
円
粋
冨
ヨ
ウ
巨
侭
の
ユ
。
ロ
ロ
屋
．

巨
・
屋
印
つ
青
三
の
再
匡
狛
宣
言
○
四
の
口
の
Ｈ
の
、
ず
ぃ
口
舌
①
円
い
の
己
。
シ
ヤ
ム
ベ

ル
ゲ
ル
の
生
涯
に
つ
い
て
以
下
の
論
文
を
参
照
（
ａ
）
Ｗ
・
ミ
ヒ

ェ
ル
「
出
島
蘭
館
医
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
生
涯
に
つ

い
て
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
六
巻
三
号
、
二
○
一
～
一
二
○
頁
、

一
九
九
○
年
（
平
成
二
年
）
。
（
ｂ
）
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
カ
ス
パ
ル
・

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
「
弔
辞
」
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」

三
七
巻
四
号
、
一
四
三
～
一
五
一
頁
、
一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）
。

（
７
）
京
都
市
稲
葉
神
社
所
蔵
の
「
永
代
日
記
』
に
よ
る
寛
文
元
年
三
月

四
日
（
外
科
あ
る
ま
い
す
か
つ
）
。

（
８
）
外
科
医
カ
ツ
は
河
口
良
庵
に
遡
る
「
阿
蘭
陀
外
療
集
」
、
巻
四
（
慶

応
大
学
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
、
乞
鰐
里
○
幻
‐
こ
の
中
で
見
ら
れ

ブ
（
》
Ｏ

（
９
）
ｚ
甸
］
認
》
ｐ
ｐ
ｍ
・
巨
・
晟
亀
（
目
［
①
①
ｍ
房
］
『
ロ
四
三
の
一
瞬
口
の
。
一
旦
○
℃
ロ
①
『

Ⅲ
Ⅱ
○
壹
弓
ロ
”
ご
己
）

（
皿
）
ｚ
蜀
］
認
・
ｐ
ｐ
ｍ
．
巨
．
晟
忠
（
Ｐ
耳
四
ゴ
鼬
ョ
ぐ
四
口
尿
の
号
の
ロ
．
○
国
Ｑ
ｇ

Ⅱ
Ⅱ
○
ず
吋
匡
［
Ｒ
］
ぬ
弓
旨
〕
）

（
ｕ
）
ｚ
甸
］
司
々
ロ
口
曽
．
ｇ
，
晟
昆
Ｓ
四
三
里
団
匡
印
の
壷
○
で
ロ
①
月
巨
昌
同
，

哩
旨
》
国
の
昌
国
口
巨
ｍ
ご
房
閂
宜
閏
呂
さ
）

（
咽
）
ｚ
甸
当
弓
》
ロ
ロ
巴
・
己
・
屋
困
ｅ
画
昌
の
一
ｍ
こ
の
の
ご
Ｃ
ｐ
Ｒ
Ｒ
ご
冒
弓

哩
冒
、
国
囚
冒
曽
昌
の
く
尉
閂
彦
閏
昌
目
）

（
過
）
一
六
五
五
年
一
月
二
一
日
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
平
戸
侯
に
よ
り
長
崎

に
勉
強
の
た
め
派
遣
さ
れ
て
い
た
嵐
山
甫
安
に
証
明
書
を
発
行
し

た
（
平
戸
観
光
資
料
館
）
。
ｚ
国
認
》
ロ
ロ
馬
②
．
勗
霊
ｅ
四
口
邑

国
こ
め
○
ご
ｇ
〕
胃
匡
司
四
一
三

（
Ｍ
）
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ヴ
ェ
ス
テ
は
一
六
六
八
年
か
ら
出
島
の
下
級
外
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（
皿
）

ヘ
ハ
印
ヅ
ー

〆
勺
Ｉ
Ｌ
』

、
八
Ｍ
〕
一

一
○
ノ
ム
』

へへへ

181716
曹菅…

（
喝
）

へへ

2524
……

（
湖
）

（
羽
）

（
塊
）

科
医
で
あ
っ
た
。
ｚ
国
麗
ゞ
ロ
ロ
畠
．
障
扇
弓
（
Ｏ
ａ
ｇ
ｇ
吋
昌
唱
旨

雪
里
［
巴
門
く
画
。
・
閏
く
の
輿
里

ｚ
甸
］
望
》
ロ
ロ
騨
房
届
昌
（
○
ロ
ロ
①
門
の
三
『
二
吋
哩
旨
三
○
耐
Ｏ
の

三
［
四
門
○
○
コ
）

ｚ
蜀
］
、
少
己
口
匡
．
刃
ご

ｚ
司
］
謡
ゞ
ロ
ロ
Ｅ
・
画
屋
忌
宙
ロ
で
○
号
①
の
穴
国
司
『
四
口
の
団
吋
豐
昌
）

ｚ
司
当
認
．
ロ
ロ
園
』
．
屋
認
（
言
［
の
①
里
①
］
叶
夛
三
一
の
冒
国
○
索
日
四
口

①
邑
○
四
］
ｍ
Ｑ
の
尉
扁
目
庁
○
○
吋
己
巴
酎
伊
冒
日
ロ
里

洋
学
史
事
典
に
よ
る
。

ｚ
句
］
、
ヨ
ロ
ロ
き
』
．
晟
理
さ
ロ
で
の
『
、
三
『
匡
吋
唱
旨
二
三
行
目

国
○
時
計
ロ
四
コ
）

ｚ
甸
］
謡
ゞ
ロ
口
晟
．
届
．
岳
忌
）
弓
．
届
．
晟
塁
》
ら
・
津
忌
引
》
旨
・
陣

忌
引
ゞ
囲
い
．
畠
計
》
ご
い
、
届
鼠
望
・
い
畠
計
等
な
ど
言
三
房
盲
目

目
の
ロ
詞
冨
旨
巴

一
六
七
六
年
に
職
を
変
え
、
日
記
に
は
「
○
己
の
異
Ｏ
８
ｇ
智
］
二
三
，

一
の
目
国
○
ヰ
コ
回
己
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
「
同
時
に
上
級
外

科
医
の
職
に
も
就
い
て
い
た
」
（
ｚ
国
窓
》
ロ
ロ
瞳
．
］
』
雪
ｅ

ｚ
甸
］
、
鱒
ロ
ロ
鰐
］
・
晟
司
穿
弓
』
・
晟
司
動
画
吟
戸
屋
司
・
弓
』
・

』
の
『
の
暫
四
吟
．
』
．
］
つ
『
の
〕
画
一
．
↑
。
』
ｍ
「
の
》
図
画
．
今
．
胃
、
『
②
〕
画
』
．
』
．
胃
の
司
句
》
函
、
。
《
．

晟
認
等
な
ど
つ
言
房
里
目
弓
の
己
詞
巨
旨
巴

洋
学
史
事
典
に
よ
る
。

一
六
八
五
年
一
○
月
一
八
日
に
ク
ロ
ー
ン
が
原
三
信
に
オ
ラ
ン
ダ

外
科
の
免
状
を
与
え
た
（
現
在
は
福
岡
市
、
原
家
蔵
書
）
。

ｚ
甸
〕
己
野
口
ロ
口
巨
．
屋
窓
さ
己
己
囚
日
①
閉
扁
引
］
四
国
陣
○
冨
亘
四
己
．

ｚ
句
］
弓
輿
ロ
ロ
畠
◆
屋
．
屋
窓
（
○
℃
ロ
①
『
日
①
①
輿
①
【
］
四
口
⑳
８
戸
日
四
三
．

ｚ
甸
］
邑
興
ロ
ロ
Ｐ
届
．
屋
窓
色
四
．
陣
○
天
日
四
コ
○
℃
で
①
月
三
目
引
唱
‐

言
）
．
ｚ
甸
］
己
興
国
口
争
』
．
届
宕
（
○
つ
で
閏
ョ
の
①
異
閏
］
巴
〕
聾
○
家

ョ
画
己
．
ｚ
甸
当
］
ｇ
》
ロ
ロ
己
函
．
晟
宕
（
○
℃
で
の
『
ロ
ー
①
①
鴬
①
］
『
盲
口

碑
○
戸
目
四
己
．
ｚ
句
］
呂
巽
ロ
ロ
圏
＆
、
屋
宕
（
○
℃
で
９
ｏ
三
『
巨
門
哩
甘

］
四
目
ｍ
庁
○
穴
『
己
四
三
）

（
”
）
シ
宛
Ｐ
》
ｚ
甸
］
］
ｓ
ゞ
ロ
ロ
圏
．
巨
・
晟
宕
（
○
℃
Ｒ
月
三
司
昌
哩
言
両
皀
‐

ぬ
①
弓
①
耳
〆
の
昌
耳
閏
）
》
雪
②
．
晟
留
（
○
壱
℃
の
『
ヨ
の
①
の
房
Ｈ
【
①
．
５
ゴ
閏
）
》

ぷ
ふ
．
晟
宮
（
○
℃
己
閏
呂
旨
吋
哩
旨
両
国
猶
①
房
の
再
穴
の
国
目
彦
匡
ユ

（
魂
）
Ｐ
”
シ
ｚ
甸
］
］
ｓ
ゞ
ロ
ロ
＄
．
旨
．
畠
臼
（
ョ
の
ｓ
ｏ
扇
同
ロ
開
き
［
閏
嵜

【
の
ロ
ぢ
ず
①
ユ
》
函
唖
・
晟
冨
さ
で
ロ
①
『
日
①
①
の
扁
門
両
口
函
①
一
宮
の
嗅
弄
①
目
，

で
ゴ
臼
）
》
弓
函
．
届
縄
ａ
ｏ
ｇ
ｏ
Ｒ
【
の
ヨ
ロ
ゴ
の
『
）
〕
易
い
．
忌
縄
ａ
ｏ
ｇ
ｏ
Ｒ

【
①
目
耳
の
『
）
ゞ
曽
上
．
届
褐
（
目
○
コ
の
［
厨
己
氏
尿
の
ヨ
ロ
ゴ
閏
）

（
羽
）
く
○
○
匡
匡
烏
昌
．
屋
号
面
の
ロ
閏
巴
の
目
凰
朋
弓
①
》
罰
四
国
く
賦
匿
．
届
．

］
つ
い
吟
）

（
鋤
）
丸
い
肉
豆
蒄
は
「
女
性
」
、
長
い
の
は
「
男
性
」
と
見
な
さ
れ
て
い

ア
ー
Ｏ

犬

（
訓
）
ｚ
句
］
令
駕
》
ロ
堂
？
些
侭
（
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
か
ら
ム
イ
ゼ
ル
ヘ

の
書
翰
、
閏
国
号
曽
馬
屋
ご
）

（
犯
）
ｚ
国
畠
画
〕
壱
虐
甲
と
踵
、
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
か
ら
ム
イ
ゼ
ル
他

へ
の
書
翰
（
国
耳
目
○
司
．
］
．
晟
巴
）
．
ｚ
国
畠
騨
壱
堂
ヤ
ム
急
、
ナ

イ
エ
ン
ロ
ー
デ
か
ら
ヤ
ン
セ
ン
ヘ
の
書
翰
（
闇
国
号
『
」
」
認
二
．

ｚ
国
あ
い
も
．
急
？
上
段
、
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
か
ら
台
湾
の
プ
ッ
ト

マ
ン
ス
ヘ
の
書
翰
、
勇
国
目
勗
．
幹
屋
筐
）
．
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
送
ら

れ
た
次
の
写
し
も
参
照
。
く
○
○
匡
急
胤
巳
匡
更
ヤ
ン
セ
ン
か
ら

ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
へ
の
書
翰
）
○
段
冨
忌
』
』
露
ご
々
さ
一
・
巨
等

（
ヤ
ン
セ
ン
か
ら
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
へ
の
書
翰
）
○
路
冨
“
』

晟
曽
）
↑
ざ
一
』
己
（
ヤ
ン
セ
ン
か
ら
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
へ
の
書
翰
）

416(98）



○
囲
天
皿
岳
』
』
露
二
さ
一
．
届
言
（
ヤ
ン
セ
ン
か
ら
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー

デ
へ
の
書
翰
、
○
の
巴
臼
鵠
．
］
・
扇
曽
）

（
翌
ア
ー
レ
ン
ッ
に
つ
い
て
は
金
井
圓
「
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ア
レ
ン
ト

セ
ン
と
ヤ
ン
・
フ
ォ
ス
の
五
島
探
検
記
」
、
「
日
蘭
交
渉
史
」
思
文

閣
出
版
、
東
京
、
昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
年
）
、
一
四
五
～
一
五

四
頁
参
照
。

（
劉
）
ぐ
○
○
巨
巨
》
さ
］
．
］
烏
す

（
弱
）
く
○
○
匡
匡
ゞ
さ
一
・
匡
号
両
の
。
①
Ｈ
巴
の
『
己
の
鰹
ぐ
①
》
国
四
国
ぐ
国
瞳
．
届
．

骨
、
函
渠
）

（
鍋
）
永
積
洋
子
「
平
戸
商
館
の
日
記
』
第
二
輯
、
岩
波
書
店
、
東
京
、

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
○
年
）
、
二
一
、
四
○
、
一
六
四
、
五
二
六

頁
。

（
師
）
ｚ
可
］
鹿
い
ざ
』
Ｌ
弓
（
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
か
ら
ヤ
ン
セ
ン
ヘ
の
書

翰
、
冨
国
号
腿
．
幹
岳
曽
）
．
ｚ
国
岳
蝉
さ
』
娼
包
（
ナ
イ
エ
ン
ロ

ー
デ
か
ら
ヤ
ン
セ
ン
ヘ
の
書
翰
、
閏
『
且
○
韻
印
．
勗
曽
）

（
銘
）
ｚ
国
あ
い
ざ
一
ム
ョ
（
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
か
ら
ヤ
ン
セ
ン
ヘ
の
書

翰
、
雪
函
§
麗
塵
」
露
ご

（
調
）
ｚ
甸
］
お
国
〉
ず
一
・
孟
霞
（
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
か
ら
ヤ
ン
セ
ン
ヘ
の
書

翰
、
閏
国
号
囲
Ｌ
』
＄
ご

（
伽
）
四
口
の
＄
〕
］
。
Ｆ
、
ぐ
巴
］
○
用
国
二
三
．
画
、
、
弓
の
》
四
○
国
目
掲
出
○

（
①
Ｑ
）
”
ロ
①
口
四
晦
吊
唱
牌
①
届
く
巴
〕
｝
〕
倶
歸
四
里
①
堅
い
の
里
四
国
巳
聾

弓
皿
冒
四
．
晟
患
ｌ
屋
ｓ
・
舅
ｚ
言
○
魚
〕
の
‐
の
国
く
ｇ
冨
照
ら
霊
も
．

↑
つ
つ

（
似
）
Ｃ
い
い
胃
①
哩
里
閏
団
卸
国
ぐ
量
》
腿
』
白
露
算
国
．
弓
．
○
○
一
①
岸
号
国
目
，

Ｑ
の
同
ロ
四
ｍ
亨
罰
①
哩
里
の
Ｈ
館
の
壷
○
匡
旦
の
。
戸
三
○
四
の
吊
里
団
、
国
く
］
四
・

ゞ
印
‐
の
国
ぐ
①
ロ
ゴ
勉
噸
①
屍
韻
球
．
ゞ
シ
ョ
己
屋
鹿
‐
屋
堂
・
ロ
匡
霞
．

へへ

5453
…

へ へ へ へ へへへへ

5251504948474645
………………菅

（
“
）

へ へ

4342
…

ｚ
司
］
望
》
ロ
ロ
ｇ
◆
閏
．
巨
」
塞
司

く
○
○
匡
麗
“
馬
・
障
畠
圏
》
巴
．
弾
屋
路
》
刃
卸
晟
認
．
騨
鈩
届
葛
、

Ｐ
Ｐ
屋
路
．
く
○
○
］
畠
岸
ｇ
・
騨
屋
窓
．
届
』
．
屋
患
》
舌
．
崇
展
＄
．

、
‐
、
‐
」
の
い
④
】
］
↑
．
の
．
胃
、
唖
Ｃ
〕
い
い
‐
の
．
』
、
四
℃
や
“
』
‐
の
‐
』
の
い
や

醇
幻
シ
》
⑦
巳
房
具
さ
ご
聾
ど
の
の
厨
》
ぐ
四
．
く
屋
里
）
の
ロ
①
の
×
》
冨
曽
昌
尉
｝

ｚ
ｐ
司
屋
．
届
．
晟
怒

団
盲
め
＄
、
ぐ
四
コ
○
℃
、
国
一
二
弓
の
》
四
○
》
ロ
《
言

ｚ
甸
］
閉
〕
ロ
ロ
曽
旬
．
届
＄

ｚ
国
］
興
ず
一
・
弓

ｚ
甸
当
回
さ
］
』
ご

Ｚ
弱
］
卸
さ
一
．
］
ご

ｚ
甸
］
卸
さ
］
勒
さ

ｚ
司
］
画
甘
冒
印
舎

ｚ
句
］
閉
．
ロ
ロ
Ｅ
＆
．
晟
含
ゞ
縄
．
己
．
晟
邑
（
宕
昌
国
四
］
国
①
易
の
，

三
国
、
四
号
耐
ユ
．
ｚ
司
］
認
》
ロ
ロ
Ｅ
』
・
屋
庵
（
、
宮
同
ｐ
Ｈ
唱
旨
旨
‐

ユ
卸
①
ロ
国
の
目
の
里
ヨ
㈹
三
．
ｚ
司
］
認
〕
ロ
ロ
圏
わ
．
届
お
（
○
℃
で
ｇ
ｏ
三
吋
‐

匡
吋
唱
言
ロ
ー
①
の
⑦
扇
］
〕
‐
］
屋
『
旨
。
函
。
。
の
巴
冒
函
三
．
ｚ
蜀
］
認
）
ロ
己
昌
わ
．

晟
造
青
三
閉
口
Ｈ
哩
旨
旨
吋
画
四
〕
国
の
ご
用
］
旨
い
三
・
ｚ
両
］
認
ゞ
ロ
ロ
岳
．

Ｐ
晟
堂
（
の
言
昌
同
哩
旨
岩
国
、
①
】
］
国
①
己
の
座
ヨ
、
三
．
ｚ
司
］
認
．
ロ
ロ

展
わ
・
畠
堂
（
の
ご
禺
匡
Ｈ
哩
旨
当
匡
月
冨
①
。
出
四
勗
里
言
い
三
．
ｚ
句
〕
認
｝

ロ
ロ
画
．
弓
．
届
造
（
ｏ
三
目
［
己
唱
旨
．
房
員
旨
①
自
国
①
己
の
里
冒
脆
三
．
又
は

国
・
弓
・
ｏ
ｇ
①
邑
耳
四
口
Ｑ
①
司
口
、
”
ゴ
カ
の
唱
の
扇
『
ぬ
①
苛
○
巨
・
の
。
昌
庁
○
四
‐

牌
の
堅
国
四
国
ぐ
国
》
）
甲
⑦
司
四
ぐ
①
ロ
ゴ
四
ｍ
①
屍
》
魚
島
画
鈩
吟
晟
四
司
色
早

円
畠
の
邑
困
の
口
開
一
言
い
ご

ｚ
蜀
当
旨
③
い
〕
詞
の
①
宍
①
三
コ
い
①
』
窪
聖
堂
ロ
①
匡
崗
園
①
口
出
の
口
印
①
一
冒
噸
ご

ｚ
甸
］
仰
ぎ
一
ふ
き
合
○
ョ
里
尉
凶
．
聾
①
ぐ
の
ロ
関
・
）
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（
弱
）

（
髄
）

（
Ｗ
）

（
記
）

（
弱
）

（
帥
）

（
師
）

ヘ
４
川
孟
ノ

ー
ハ
恥
Ｕ
』

（
鮪
）

（
銘
）

（
舵
）

（
団
）

（
髄
）

ｚ
句
］
匡
臼
》
罰
①
の
六
①
ご
言
い
の
扇
烏
産
い
あ
扇
ぐ
①
。
ゆ
ず
、
吋
豆
の
ユ

ｚ
司
］
卸
さ
一
．
届

ｚ
甸
当
巨
簡
…
詞
の
①
六
①
．
旨
い
の
』
霞
望
堂
二
①
巨
門
国
①
。
津
の
。
の
座
旨
”
ご

ｚ
句
］
卸
さ
｝
．
超
す

ｚ
句
］
雪
．
ロ
ロ
鈩
己
．
晟
畠
青
ご
頁
再
狙
旨
○
日
づ
里
厨
の
扇
ぐ
の
巨
闇
・
）

ｚ
甸
］
匡
忠
・
罰
の
里
冷
。
旨
い
①
］
置
菫
お
ち
○
吋
自
里
尉
国
聾
①
く
①
ロ
の

○
℃
ロ
の
Ｒ
の
冒
胃
匡
司
姫
一
一
口
）

Ｐ
詞
シ
］
．
言
．
房
》
評
冨
ｇ
の
砂
○
匡
号
○
異
⑦
ロ
（
船
員
の
賃
金
支
払

簿
）
ｚ
○
．
闇
認

ケ
ン
プ
フ
の
家
族
に
つ
い
て
は
ラ
ン
ダ
ウ
市
史
料
編
墓
所
の
厚

夛
｛
四
風
言
に
よ
る
。

ｚ
甸
〕
匡
霞
ゞ
詞
の
①
一
《
①
邑
旨
媚
の
］
詮
望
急
合
即
『
里
穴
の
自
己
彦
ぐ
ｍ
ご

Ｆ
四
コ
ロ
四
口
言
国
四
門
ず
席
ユ

ｚ
国
輿
甘
一
◇
認
又
は
ざ
一
面
ｇ

ｚ
国
卸
さ
』
．
急
ご
○
言
自
己
の
⑩
弓
言
邑
又
は
き
一
‐
ｇ
色
呂
画
自
己
①
⑳

一
ご
こ
ご
め
ｎ
ヶ
）

ヨ
ミ
言
国
ロ
ロ
．
両
．
○
．
“
両
曾
］
穴
○
風
国
隅
天
ユ
或
昌
口
媚
琶
己
で
弓
３
日
吊

詞
の
隅
ｇ
’
○
ｎ
ヶ
も
閂
①
四
三
罠
］
ｇ
昂
『
肘
四
昌
冒
【
○
国
匡
邑
㈹
画
ユ
菩
里

］
四
壱
四
口
［
…
］
ジ
ョ
の
旨
Ｑ
ご
○
侭
》
ど
旨
○
三
口
○
Ｆ
浅
〆
目
ご
》
ロ
忌
吟

一
六
五
二
年
の
商
館
長
日
誌
に
は
彼
は
「
、
三
『
昌
唱
旨
」
と
だ
け
記

さ
れ
て
い
る
（
ｚ
司
］
詔
》
ロ
己
匡
．
騨
畠
畠
》
圏
上
，
晟
紹
》
Ｅ
，
刃

忌
紹
等
）

ｚ
蜀
〕
認
ゞ
ロ
ロ
展
＆
．
勗
設
言
の
①
言
〕
［
①
の
異
①
］
局
］
○
画
四
三
コ
の
の

弓
巨
房
の
三
。
洋
学
史
事
典
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ス
テ

ィ
デ
ン
（
旨
冨
ロ
ョ
朋
陣
己
ｇ
）
に
つ
い
て
の
資
料
は
見
い
出
せ
な

か
っ
た
。

へへへ

777675
ーー曹

へへへへへ

7473727170
… … … … …

へへ

6968
…酋

（
別
）

へへ

8079
……

（
沼
）

ｚ
司
］
興
さ
］
函
“
ず

ｚ
国
３
》
ロ
ロ
弓
』
．
届
圏
贈
＆
．
孟
認
ひ
』
屋
認
等
。
ｚ
国
爲

ロ
ロ
屋
函
．
忌
望
青
豆
目
侭
一
言
百
コ
陣
冒
里
）
．
ま
た
目
画
・
晟
望
ゞ
刃

唖
．
］
つ
、
一
昔
』
つ
◆
い
、
］
③
切
娼

ｚ
甸
］
卸
さ
］
．
麓
ヴ

ｚ
句
］
興
さ
］
．
＄

ｚ
蜀
「
露
．
ロ
ロ
祭
吟
忌
引

ｚ
甸
］
卸
さ
］
．
房

ｚ
国
］
宙
》
さ
］
．
（
旨
異
同
屋
ｇ
ろ
く
○
○
Ｈ
ｇ
①
ｇ
己
閏
の
○
○
豆
巨
富
Ｑ
の
ロ

○
○
国
昂
二
間
言
三
○
ｏ
戸
四
】
詞
○
座
智
己
Ｑ
①
○
四
ｓ
四
邑
閏
・
Ｚ
印
伽
四
囲
‐

天
］
』
岸
］
．
］
つ
つ
つ
）

ｚ
甸
］
卸
さ
』
．
誤
ず

ｚ
甸
］
ご
ゞ
さ
］
』
凱

冨
○
三
国
ご
ロ
の
》
Ｐ
典
ロ
①
ロ
、
冨
貞
一
己
侭
の
⑦
の
囲
弓
昌
將
彦
呉
津
の
。
Ｑ
閏

○
輿
Ⅱ
冒
巳
閂
彦
①
己
⑦
①
陥
二
肖
彦
画
津
言
旦
の
ロ
く
閏
①
旨
侭
扇
。

ｚ
耐
ロ
①
ユ
叫
邑
・
の
Ｈ
己
四
目
ロ
具
の
耐
、
三
の
皇
荷
茸
の
〆
の
琶
陥
【
ぐ
○
コ
］
四
己
四
口

言
の
○
ず
巨
①
匡
耐
・
Ｐ
日
里
の
己
曽
己
畠
己
・
ロ
詔
や

ｚ
甸
〕
＄
》
ロ
ロ
届
．
騨
屋
段
》
晟
．
函
晟
認
．
く
智
肖
・
ｇ
ｏ
言
誌
》
］
・
Ｐ
．

希
Ｑ
）
“
ロ
四
伽
ゴ
ー
詞
の
唱
輿
の
門
、
の
ぎ
○
巨
旦
臼
〕
一
三
○
四
鴛
①
里
国
四
国
ご
国

（
晟
瑳
山
罷
巴
．
国
四
国
ぐ
菌
易
雪
‐
乞
麗
．
ン
目
５
岳
認
》
ロ
四
劃
お
〕

『
四
。
』
』
印
。
］
可
④

ｚ
句
］
卸
さ
一
』
Ｅ

ｚ
句
］
望
ゞ
ざ
一
・
（
冒
輿
吋
巨
只
昂
く
○
目
．
Ｑ
①
○
国
号
月
○
○
亘
匡
巨
旦
①
ご

ｎ
日
吊
房
国
巨
巨
さ
鼻
》
ｇ
詞
月
盲
己
号
○
閏
月
ｐ
ご
閏
ゞ
ｚ
色
”
閉
中

天
昌
胃
烏
戸
］
⑪
③
つ
）

ｚ
蜀
当
己
》
ロ
ロ
９
．
尾
．
晟
認
（
ｇ
昼
の
『
○
○
○
℃
日
曽
］
の
ロ
・
の
ロ
尉
己
①
国
‐
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（
兜
）

（
虹
）

へへ へ へ

86858483
… … … …

（
艶
）

へへへへ

90898887
ー酋……

ｇ
の
【
ｍ
［
耐
匡
］
Ｈ
○
○
門
．
里
厨
夛
弓
匡
さ
、
ご

ｚ
甸
〕
ｇ
》
ロ
ロ
圏
．
障
屋
弓
（
シ
国
己
昌
口
三
＄
）
．
ｚ
句
］
四
・
口
ロ
卸

吟
晟
認
（
の
三
吋
巨
［
Ｈ
］
哩
旨
シ
四
口
○
匡
貸
目
易
の
の
己
．
ｚ
句
］
望
》
ロ
ロ
Ｐ

Ｐ
昌
誘
、
呑
冨
『
匡
『
喧
旨
Ｐ
ｏ
Ｈ
ｐ
Ｏ
具
口
胃
庶
の
①
己
．
ｚ
句
］
ぎ
ゞ
ｐ
ｐ
ｍ
岸

野
』
．
屋
雪
（
江
戸
参
府
の
同
行
者
と
し
て
○
三
昌
侭
旨
醇
目
○
具

ロ
ヰ
ー
＄
巴

京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
。

ｚ
甸
］
紹
》
ｐ
ｐ
Ｐ
］
』
象
虫
己
．
］
・
晟
亀

ｚ
司
］
函
野
口
ロ
匡
唱
・
扇
ご
含
〕
｜
の
①
異
堅
崗
冨
巳
茄
①
里

ｚ
甸
自
程
〕
ロ
ロ
鱒
］
・
岳
目
ｅ
で
ロ
の
『
の
三
円
ロ
『
哩
旨
冒
○
厨
①
の

冨
閏
８
巳

ｚ
甸
］
弱
〕
ロ
ロ
鴎
．
函
晟
弓
宙
で
ｇ
一
馬
丙
Ｑ
‘
の
○
昌
吋
旨
包
国
四
里
ｃ

ｚ
岡
」
四
坐
ロ
ロ
届
．
』
．
嵐
ご
含
己
○
房
里
昂
Ｈ
ｏ
Ｏ
Ｑ
の
坤
耐
・
出
色
の
、
ご

ｚ
甸
当
震
｝
ロ
ロ
Ｅ
・
刃
ご

ｚ
句
］
謡
》
這
い
．
晟
圏
（
甸
吋
巴
扇
国
『
凹
昌
ユ
．
ｚ
句
］
霞
》
ワ
ロ
式
。

』
つ
司
唖
（
函
騨
鍔
函
、
『
鐸
四
℃
で
○
訂
の
ｎ
戸
①
閂
嗣
Ｈ
Ｏ
匡
言
己

国
・
弓
．
○
具
Ｑ
号
円
団
邑
Ｑ
①
弓
ロ
四
噸
ゴ
ー
詞
①
哩
降
９
噸
堅
旨
匡
旦
四
］
Ｅ
一

○
画
異
の
里
団
四
国
ぐ
国
．
シ
ロ
ロ
○
扇
忍
．
旨
．
届
．
晟
三
言
〕
［
の
①
輿
①
］
Ｈ

シ
号
四
の
ロ
く
四
コ
聾
昌
斎
『
号
①
『
巴
．
バ
タ
ヴ
ィ
ア
日
誌
に
対
す
る
注

目
す
べ
き
指
摘
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
科
学
史
研
究
所
の
国
冨

夛
荷
侭
閏
‐
尿
一
①
言
に
よ
る
。

く
○
○
ｍ
画
騨
詞
の
ロ
①
耳
○
国
Ｅ
三
○
口
・
の
ロ
①
易
冒
〕
巴
国
》
ロ
の
里
』

固
く
画
【
愚
津
も
．
認
。
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル
（
画
侭
①
言
①
目

尻
四
①
日
凰
の
『
）
も
ま
ず
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
職
を
得
よ
う
と
し
た
が
、
ス

ト
ラ
イ
ヶ
ル
ス
ベ
ル
ッ
ヒ
の
反
対
に
遭
い
、
日
本
へ
行
く
こ
と
に

な
っ
た
。
（
国
風
威
筈
門
ご
国
ｑ
ゞ
望
○
曽
吊
若
亀
・
ざ
一
・
護
グ
ケ
ン

（
兜
）

へへ

9594
…ー

、
、
Ⅱ
〉
〆

《
Ⅲ
」

、
１
０
１
〆

（
Ⅲ
）

（
的
）

へへへ

989796
……

ペ
ル
か
ら
ヴ
ィ
ッ
ト
セ
ン
（
目
８
冨
閉
君
扁
ｇ
）
へ
の
書
翰
）
。

ｚ
句
］
駅
〕
ロ
ロ
酔
い
冨
圏
さ
も
ロ
閂
呂
弓
昌
唱
旨
言
三
の
日
出
且
‐

国
国
己
．
ｚ
甸
］
誤
》
ロ
ロ
届
』
．
屋
認
（
目
［
①
朋
房
岑
夛
三
一
の
自
国
○
球
‐

日
営
ユ
．
ｚ
句
］
雪
）
ｐ
ｐ
ｇ
．
饅
晟
望
さ
己
口
閏
の
三
点
ロ
侭
』
言
ヨ
ョ
行
ョ

国
旦
ョ
曽
与
．
ｚ
司
〕
諺
》
ロ
ロ
閏
．
旨
・
晟
忍
さ
ロ
ロ
日
向
言
昌
『
哩
旨

二
三
一
①
日
国
○
言
園
己
．
ｚ
句
］
認
ゞ
ロ
ロ
韻
．
幹
屋
引
》
ぢ
．
幹
晟
計

言
〕
［
①
①
堅
①
］
『
二
三
后
ョ
国
○
昏
国
己

ｚ
甸
当
電
．
ロ
ロ
ョ
．
届
．
臣
葛

ｚ
句
］
ｍ
Ｐ
ｐ
ｐ
瞳
』
．
勗
認
（
自
己
①
ユ
〈
Ｃ
ｏ
ｇ
〕
国
ロ
ョ
暑
三
①
日
国
且
‐

ご
］
四
二
・
目
①
○
○
一
〈
目
己
の
計
①
①
。
①
邑
旦
の
コ
ユ
目
の
。
の
庁
く
蝕
口
○
℃
で
の
『
○
す
】
『
匡
弓

四
百
言
四
閏
口
の
①
ヨ
ニ
ｚ
国
沼
ゞ
ロ
ロ
塁
』
．
扇
試
も
参
照
。

ｚ
蜀
〕
篭
》
ロ
ロ
患
．
］
．
岳
司

ｚ
蜀
］
窓
〕
ロ
ロ
鰐
戸
屋
劃

く
○
○
ご
Ｐ
穴
○
且
中
吊
の
○
盲
画
隅
ぐ
四
口
い
○
こ
ぐ
国
ロ
①
巨
弓
胸
①
ロ
四
四
己

の
ロ
『
四
Ｑ
の
己
竺
抑
印
昌
つ
四
ｍ

固
く
四
尻
国
岸
轆
シ
ご
号
の
閉
ロ
①
く
閏
ｌ
弓
煙
”
呂
匡
９
号
ｍ
【
○
口
目
厨

国
巨
ｚ
四
ｍ
四
ｍ
巴
昌
囚
昌
Ｑ
ｇ
冒
陥
一
口
の
め
三
ョ
画
曽
◆
○
云
冒
す
閏
思
麗

凸
．
ｚ
ｇ
品
目
ご
閏
屋
弱
．
嗣
昌
旨
忌
誤
》
壱
＄

ぐ
○
○
隠
興
詞
の
己
の
鼻
○
コ
昌
己
○
℃
ロ
①
で
①
尉
９
国
一
菌
》
ロ
の
堅
］

ｚ
司
］
や
ヨ
ロ
ロ
弓
・
津
勗
望
（
西
の
。
Ｑ
ユ
ｇ
〈
○
ご
巴
．
ｚ
句
］
君
．
ロ
ロ

］
画
．
』
．
骨
の
、
一
寸
昌
一
‐
↑
．
］
の
、
↑
）
』
⑳
．
↑
，
』
毎
ｍ
↑
〕
］
、
．
↑
，
』
の
、
』
〕
『
．
ｍ
‐
』
の
“
一
〕

弓
＆
．
勗
監
（
○
ず
②
．
ｚ
可
］
君
》
ロ
ロ
ロ
蝉
晟
望
さ
己
で
の
月
三
『
冒
，
‐

哩
旨
国
①
己
Ｑ
Ｈ
言
六
○
ず
②
．
ｚ
司
当
場
、
ロ
ロ
堅
．
弓
．
展
望
（
○
℃
で
①
『

の
巨
戸
‐
戸
員
四
言
）
。
ｚ
司
］
や
鈩
参
吟
畠
、
鍔
画
鈩
巨
。
屋
震
さ
で
で
の
【
目
の
の
の
‐

耐
『
西
①
ロ
Ｑ
ユ
ユ
ハ
○
ず
の
ョ
①
①
輿
閏
○
ず
②
．
ｚ
句
］
場
》
ロ
ロ
己
』
．

屋
的
今
（
○
℃
己
①
『
言
の
①
里
［
の
］
］
‐
○
ず
②
．
ｚ
甸
］
や
錘
ロ
ロ
Ｅ
と
．
展
望
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含
ロ
で
の
『
口
亘
門
口
吋
哩
旨
閏
①
。
Ｑ
吋
旨
穴
○
ず
②

（
皿
）
ｚ
司
］
窟
》
ロ
ロ
鰐
匡
．
扇
弓
青
冨
昌
『
唱
冒
）

ｚ
句
］
程
〕
ロ
ロ
届
．
安
息
四
方
三
吋
巨
司
唱
旨
］
習
〕
団
四
吋
厨
房
且

Ｚ
甸
］
誤
》
ロ
ロ
回
心
烏
露
蝉
四
式
Ｐ
晟
駕
（
］
四
口
国
囚
風
座
間

呼
口
の
ｇ
ｏ
目
巴
．
ｚ
国
田
野
商
館
長
カ
ン
ッ
ィ
ウ
ス
か
ら
の
書
翰

（
］
凹
口
田
口
局
厨
房
い
）

ｚ
司
］
患
》
ロ
ロ
患
い
‐
扇
篭
》
ぢ
い
．
宝
認
》
騨
巨
自
罷
函
（
日
［
の
①
輿
の
］

こ
“
己
國
①
己
①
島
只
吊
）
．
エ
ヴ
ァ
・
ク
ラ
フ
ト
編
集
の
蘭
館
日
誌
も
参

照
。
固
く
卸
穴
国
津
恥
シ
コ
号
①
ｍ
ｍ
Ｑ
①
琶
閏
‐
弓
四
ｍ
の
冒
扁
ゴ
巨
膿
【
○
三
○
厨

Ｎ
ｐ
ｚ
ｍ
”
四
囲
蚕
四
貝
・
閏
冒
、
①
一
口
①
各
ヨ
国
呂
．
○
再
○
ず
閏
晟
認

～
回
ｚ
ｏ
ぐ
①
目
ず
閂
勗
鴎
．
国
ｏ
ｐ
ｐ
ｓ
謡

ｚ
司
］
患
》
Ｃ
ｐ
ｇ
．
い
ぷ
圏
．
ｚ
句
］
弓
Ｐ
ｐ
ｐ
Ｐ
届
．
扇
監
さ
で
ロ
①
『

○
画
胃
自
信
一
言
）
．
ｚ
司
当
ご
負
ロ
ロ
弓
．
届
．
屋
霊
》
障
努
晟
雪
）
鈎
口

晟
函
「
（
○
℃
も
の
【
の
言
叶
巨
『
四
一
口
］
四
己
国
蝕
『
厨
房
間
・
）
‐
ｚ
甸
］
こ
］
・
ロ
口
巨
◆

ロ
．
岳
笥
青
冨
Ｈ
ｐ
Ｈ
喧
言
当
四
口
顕
胃
扁
一
間
即
）
．
ｚ
甸
］
］
宮
）
ロ
ロ
届
．

届
．
屋
雪
（
○
℃
ロ
閏
ヨ
①
の
輿
閏
］
巴
〕
国
、
耳
里
間
“
）
．
ｚ
司
〕
ご
］
〕
ロ
ロ

届
い
、
］
露
函
さ
で
で
の
月
巨
吋
ｐ
Ｈ
哩
言
］
四
コ
、
四
再
堅
闇
・
）
．
ｚ
蜀
当
己
騨

ロ
ロ
ロ
屋
．
屋
窓
さ
ロ
も
の
Ｈ
ｏ
三
『
匡
局
哩
旨
当
曽
〕
國
國
宇
尉
一
関
二
．
ｚ
甸
］

ご
脚
ロ
ロ
圏
．
吟
忌
恕
（
ｎ
三
『
ロ
月
三
旨
］
曽
］
田
山
昇
里
闇
“
）
．
ｚ
甸
］

こ
い
ロ
ロ
少
印
晟
窓
さ
ロ
石
臼
の
富
国
員
喧
言
］
四
己
国
四
目
座
間
）

（
川
）
岸
本
裕
「
本
朝
和
藺
陀
外
科
所
謂
カ
ス
パ
ル
流
外
科
の
本
朝
史

料
」
。
日
本
医
事
新
報
、
第
八
○
二
号
、
昭
和
一
三
年
一
月
二
二
日
、

三
三
一
～
三
三
二
頁
。

（
皿
）
桂
川
甫
築
の
繕
生
室
医
話
、
巻
の
一
、
五
頁
（
京
都
大
学
富
士
川

文
庫
セ
ー
１
８
３
）

（
咄
）
宗
田
一
「
日
本
医
療
文
化
史
」
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
平
成
元
年
（
一

九
八
九
年
）
、
一
二
七
頁
。

（
九
州
大
学
言
語
文
化
部
）

(102) 420


